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平成３０年４回美郷町議会定例会会議録（第２日）

平成３０年１２月６日（木曜日）

◎開会日時 平成３０年１２月 ６日 午前１０時００分 開会

◎散会日時 平成３０年１２月 ６日 午後 ２時１７分 散会

◎出席議員（１１名）

1 番 山本 文男君 2 番 中嶋奈良雄君

3 番 山田恭一郎君 4 番 川村 義幸君

5 番 川村 嘉彦君 6 番 黒田 仁志君

7 番 富井 裕瑞君 8 番 森田 久寛君

9 番 園田 義彦君（途中退席・途中入場）

10 番 那須 富重君 11 番 甲斐 秀徳君

◎欠席議員 9 番 園田 義彦君（途中退席・途中入場）

◎欠 員 な し

◎会議録署名議員 ４番 川村 義幸君 ５番 川村 嘉彦君

◎事務局職員氏名 事務局長 尾田 靖君 書記 坂本梨津子君

◎説明のための出席者職氏名

町長 田中 秀俊君 副町長 藤本 茂君

教育長 大坪 隆昭君 会計管理者 石田 隆二君

総務課長 小野 圭一君 税務課長 後藤 充君

企画情報課長 下田 光君 町民生活課長 田原 博文君

健康福祉課長 松本 博君 建設課長 木原 浩一君

農林振興課長 藤本 政春君 教育課長 小田 広美君

地域包括医療局総院長 欠席 地域包括医療局事務長 中田 広喜

君

南郷支所長 瓶田 哲朗君 北郷支所長 日高 隆一君

◎会議の経過 別紙のとおり
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平 成 ３ ０ 年 第 ４ 回 美 郷 町 議 会 定 例 会

議事日程（第２）

平成３０年１２月６日

午 前 １ ０ 時 開 議

日程第１ 一般質問

９番 園田 義彦 議員

１．公営住宅等の整備及び空き家対策について

６番 黒田 仁志 議員

１．本町でのＡＩ、ＩＯＴの活用について

２．小規模バイオマス発電所の建設について

８番 森田 久寛 議員

１．青少年派遣交流事業について

２．田代小・西郷中学校の小中一貫校開校に向けての進

捗状況について

３．林業大学校開校について

３番 山田 恭一郎 議員

１．美郷町内のコミュニティバス及びその他の交通体制

の充実について
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平成３０年第４回定例会

美 郷 町 議 会 会 議 録（第２号）

平成３０年１２月６日

美 郷 町 議 会
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会 議 録

平 成 ３ ０ 年 １ ２ 月 ６ 日

午 前 １ ０ 時 開 議

【事務局長 尾田 靖】

「一同起立・礼」・・・・おはようございます・・・・・御着席してください。

【議長 甲斐 秀徳】

改めまして、おはようございます。本日は一般質問であります。

多くの方々が傍聴に来ていただいております。御礼を申し上げたいと思います。

質問者は本日は４名でありますが、時間は十分に取ってありますので、めり張り

をつけて質問をしていただきたいと思います。

【議長 甲斐 秀徳】

では、議会に入りたいと思います。

ただいまの出席議員は１１名であります。

金丸吉昌地域包括医療局総院長から診療業務のため欠席の申し出がありましたの

で、これを受理しました。

【議長 甲斐 秀徳】

これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は御手元に配付の議事日程表のとおりであります。

広報用の写真撮影の申し出がありましたので、これを許可しました。

一般質問に入る前に、町長から発言の申し出がありましたので、これを許します。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

おはようございます。

昨日の定例会で、日程第１２ 議案第８７号平成３０年度美郷町一般会計補正予

算（第５号）の提案理由を申し上げましたが、その際に誤りがありましたので、こ

こで訂正をさせていただきます。

歳出の一番最後のほうになるんですけど、「諸支出金に１３０万７，０００円を追

加、国民健康保険事業特別会計繰出金５０万円」と説明をいたしました。「５万円」

の誤りであります。申しわけありません。

以上、訂正方をお願いします。

以上です。

【議長 甲斐 秀徳】
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日程第１、一般質問。

今回一般質問の通告のありました議員は７名であります。

本日は４名の質問を行い、残り３名の質問は明日、行います。

通告順に一般質問を行います。

通告順に質問を許します。

９番、園田 義彦議員の登壇を許し、１問目の発言を許可します。

【９番 園田 義彦】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

９番 園田 義彦議員。

【９番 園田 義彦】

それでは、通告に基づきまして質問を行いますが、先般１２月２日に開催されま

した第１１回ひえちぎり全国大会におきましては、早朝から御足労いただきお礼を

申し上げます。県内外から２４７名、年齢も４歳から９１歳という幅広い参加をい

ただき、盛会に開催されましたことは美郷町並びにひえちぎり発祥の地にとりまし

ても、うれしい限りであると思うところであります。

そういう中にあって、田舎の現風景を思わせる、また人の心に響いてくるような

ひえちぎりのあの美しいメロディーが午後３時の時報から外されたことは大変、残

念に思っておりますし、昔から受け継がれてきた伝統文化を大切にしてほしいと思

いつつ、参加者の歌声を聞いておりました。

さて、町長におかれましては、９月定例会以降、町としての各行事や各地域での

催しに参加をされ、いろいろな形で町民の力強さを感じたところであろうと思って

おります。今後も、お互いの団結と連携で美郷町の発展と活力ある地域づくりの躍

進につながっていくことを願うところでございます。

今回は、その活力にも関連していくものと思われます公営町営住宅の整備計画並

びに空き家対策に伴う補助事業の充実・強化などについての質問でありますが、ま

ず、今後、美郷町の公営町営住宅の新築計画について、町長はどのような考えか答

弁を求めます。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁を許します。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

また改めまして、おはようございます。今、議員、ひえちぎり唄全国大会のこと

を申し上げましたが、その講評の中に、泥谷先生だったと思いますが、「この大会だ
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けですね増えていると、参加者がですね」今までですねずっと「ふえてる」という

言葉を余り聞いたことない。美郷町の中で人口が減る、高齢者はふえるけど人口は

減るという話ばっかしで、その先生がなぜかしら、「やっぱりふえている」と。「何

でですか」という話の中で、やっぱりこのひえちぎり唄が認知されてきたことだろ

うということでありました。それを聞いて、時報はともかく非常にすばらしい唄が

残ってるということで本当に日本の原風景を残した歌だと思っております。今後と

も、そういう文化を大切にしながら町政も進めてまいりたい、そのように思ったと

ころであります。

議員の住宅関係でありますが、答弁をさせていただきます。

本町の町営住宅は公営住宅特定公共賃貸住宅、山村定住住宅、集落定住住宅、高

齢者住宅、町単独住宅に分けられております。現在の町営住宅は総数で２５８戸で

あり、政策空き家を除く入居可能住宅は２４６戸となっております。１１月末現在

では２３３戸が入居しており９５％の入居率となっております。全体としておおむ

ね住宅を必要とする方々の希望に添った入居ができているものと思っているところ

であります。

今後の整備計画は、現在の入居状況を考慮すると、町営住宅は現在の戸数で充足

しているのではないかと考えておりますので、新規での住宅建設は今のところ考え

ていないところであります。

しかしながら、耐用年数を超過した住宅がかなりの数ありますので、近い将来は

建てかえの必要性が出てくるものと思っております。しばらくは、財政的に厳しい

状況が続きますので、修繕などの適切な維持管理に努め、補修事業等による小規模

改善等を計画的に実施するなどして、住宅の長寿命化を図っていくことといたしま

す。

以上であります。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁が終わりました。

【９番 園田 義彦】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

９番 園田 義彦議員。

【９番 園田 義彦】

改修はともかくとして住宅の新築については財政も厳しいこともありますし、仮

につくったとしても思うように入居がなかった場合などを考えると難しいんじゃな

いかなと思っております。

ただ、人口対策としての住宅の整備は必要であると思っておりますが、現時点で

公営町営住宅のあきは南郷が１軒、西郷が若干の補修が必要ということですが２軒、

北郷が単身住宅を含めて３軒、合計６軒ですけども、この状況についてどのような

考えか伺います。

【町長 田中 秀俊】

議長。
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【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

６軒の入居可能な住宅が存しているということでありますが、率にして９５％く

らいの入居率ということで、この６軒の数にしては、私はまあまあ。これが３０軒、

４０軒あいてるという話ではありませんので、こういうことは出てくるのかなあと。

そのときそのときの需要に応じてこれが変動していくものと思いますので、この数

字については、先ほど、申しましたように希望者が大体、満足してる。たまたま６

戸あいてるという結果だと認識をしております。

【９番 園田 義彦】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

９番 園田 義彦議員。

【９番 園田 義彦】

旧黒木小学校それとあとレイクランドのところにお試し滞在の施設もできたとこ

ろであります。移住定住を進める上で、ある程度、やっぱり満足して住めるような

住宅は余りないんじゃないかなと思っております。私としては、そんなにもう住宅

ありきとは考えておりませんが。

一方で、年々、ふえ続けている空き家対策、ちょっとこれは例ですけど、私、渡

川の上区というところに住んでおりますが、町営公営の住宅を除いて４０軒ほどで

す。この一、二年で７軒が空き家になりました。まだ恐らく今後、ふえてくるであ

ろうと思われますし、ほかの地域も同様じゃないかなと思っております。この現状

に対する考えなりをお聞かせください。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

住宅でいえば確かに老朽化をしている。ですので維持補修を図りながら延命をさ

せていくという考え方のもとでやっているという話をしました。

１０年未満の新しい住宅というのは５戸しかないということですね。その前にず

っと結構、建ってるのが多いということでありますので、やっぱりいつかの時期に

見直す必要は出てくるということであります。

空き家になりますけど、これがやっぱり移住定住という部分で頑張らなくてはな

らない問題であります。どんどんどんどん空き家があいてきます。空き家があいて

くることをそのままにという話でありませんが、まちのほうでもいろいろな補助事

業をもって対処しているところでありますが、その空き家が埋まらないという話で
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あります。

時々、考えるんですけど、空き家対策をしながらこういう住宅対策をしながらと

いうことになりますが、その定住促進がおくれればその空き家なり住宅なり価値が

出てくるわけなんですが、非常になかなか難しい部分があるという話であります。

現実的に自然動態と社会動態を考えると、やっぱりどんどん減っていると。自然

動態の中で亡くなっていく人たちのほうが多いということで、現実はそういうとこ

ろがありますので、やっぱり定住促進を図りながら交流人口というか関係人口の交

流をしていくということで、町は少し活性化の方向性を考え直してもいいのかなと

いう気がしております。どこの市町村でも「定住」「定住」「空き家対策」という話

でありますが、日本全国そういうことになっておりますので、もう少し幅を広く考

えて定住促進を進めていく時期に来たのではなかろうかというふうに思っておりま

す。

ですので、その空き家対策もしっかりとした今のうちの持ってる事業を使いなが

ら進めていくべきではあると思いますが、また、考え方も少し変えて、やっぱり人

口対策といいますか町の活性化を図るがために考えていく時期にもう来たというふ

うに私は認識をしておるところであります。

以上です。

【９番 園田 義彦】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

９番 園田 義彦議員。

【９番 園田 義彦】

そのような理由もあっての空き家対策支援事業と思っております。

空き家等に登録しておいたら、借りてリフォームする。また、購入する場合に支

援が受けられる。本当にありがたい制度であると思っております。

ただ、このリフォーム補助事業、補助率が２分の１で上限１００万円ということ

でございますが、単刀直入に伺いますが、せめて上限を２分の１はそのままですけ

ど、１５０万円くらいにはできないかという、都合のいい質問でありますが、町長

の答弁を求めます。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

もう一つ、住宅整備に係る部分で新築、リフォーム、自分の部分、空き家対策の

部分じゃなくて。そのときも新築２，０００万円の家をつくったということでやっ

ぱり１００万円ということで上限１００万円と。ですので、そこの部分との制度事

業というか、うちがつくったそういうものとの兼ね合いがありますので、議員・・・。

これ多い方にこしたことはないという風に思いますが、今後の財政事情を見ながら、
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１５０万円にしたほうがいいのか否かという部分でまた検討の余地がある。

そうすると、今さっき言いましたように新築でつくった家、これ、２，０００万

円分の１００万円という率を考えたとき、結局、３００万円でリフォームしても１

００万円という部分の率。結局、率で物を言うと、非常に不平等というかそういう

ものもあるんじゃなかろうかという部分を鑑みますれば、もう少しその検討を、ど

ちらを重きに置いたほうがいいのかというその天びんにかける部分も出てこようか

と思いますので、そこ辺をもう少し検討させていただきたいと。

前向きにというか、うちの財政事業が許す限りの中で考えていってもいいのでは

なかろうかと今、思ってるところではあります。

【９番 園田 義彦】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

９番 園田 義彦議員。

【９番 園田 義彦】

「わかりました」と、言いたいですが、少し考えを伺いたいと思います。

新築の１００万円は当然、町内産の木材利用ということでございます。それは別

にまた考えてもらえばいいんじゃないかなと。

年々、進んでいく過疎化対策、やはりやっぱり住める環境づくりが重要であると

いうことは言うまでもありませんが、町の存続が何か厳しくなっていく中で、本気

で移住定住を思うなら、ある程度の施策を打ち出す必要があると思っております。

空き家でもなかなかそのまま住めるという家は少ないんじゃないかなと。先ほど、

地元の話をしましたが、空き家７軒のうち５軒はかなり改修をしないとどうかなと

いう状況であります。そのうちの１軒が借りたいという人がおられて、家主さんも

乗りかかったんですけど、ちょっとこれ、費用がかかるよなと。そこまで私もお金

を出して買ってもらわんでもいいというか。で、断念されました。

どうしても頭に２分の１、１００万円というものがあるもので、改修するときに

ちょっと箇所を縮小してしまいがちになるんじゃないかなあと。５０万円アップし

ていただければ１５０、３００、４００万くらい近くするかなと。ある程度、満足

した改修ができるものと思うんですよ。そのあたりはどうでしょうか、考えは。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

全ての人が満足行くようにという部分の補助金制度。人によればもうそのままで

いいという人も、いろいろな形の人が定住してくる、移住をしてくるという中で、

やっぱりそういう家主さんという部分があってそういう形でやるのかやらないのか

と。一番、空き家対策、移住定住促進をやらないかんちゃないかという話の中でず

っと来てると思いますが、結局それを今度の機構改革といいますか、それに合わせ
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てやっぱり特化する人間をつくっとかんといかんちゃないかという気がしておりま

す。

話は変わりますけど、ふるさと納税でもそうだと思います。そういう担当を置か

ん限り先には進まんという部分が。兼務でやりよると何かぼけてしもて自分が何を

しよっとかわからんという部分が、この１年間、１年間まだなりませんけど、見て

てそういう部分が非常に効率的に悪いという部分で考えたのが、この機構改革のい

ろいろな問題もあるんですけど、そういう部分もあります。

ですので、そういうものを持って特化させて移住定住、そして、ひっつくのが空

き家とか住宅、そういう部分でやっていきたいと思っております。

ですので、先ほど、言いましたように１５０万円という部分が議員の上限という

部分は頭に置いて、今後担当課といろいろなものと合わせて検討していきたいとい

うふうには思うところでありますが、いかんせんそれがベストかという話になるか

どうかわかりませんが、検討はしていきたいとは思っております。１００万円は現

状維持ということで、何かプロの公開ではありませんけど、それを１５０万円にす

るのかという部分は検討させていただきたいと。

以上であります。

【９番 園田 義彦】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

９番 園田 義彦議員。

【９番 園田 義彦】

空き家でも本当、もう見ばえがよくてそのままでもいいかなと、そういう物件も

ありますが、余りそうでないものが結構、多いと思うんですよ。できることなら、

少し古くても思い切った改修をしてもらって、１軒でも、いずれ行くであろうとい

う廃屋にならないような対策が必要ではないかなと。

例えば、現在の１００万円を１５０万円にして、１０軒して１，５００万円。今

年度、公営町営住宅、北郷、西郷、南郷、２軒ずつ改修が、あくまでも予算ですけ

ど改修が計画されております。合計６軒で２，５００万円。内容は壁の改修とか屋

根。それでも平均で４００万円ですね、１軒が。空き家の改修となると、かなりの

費用がかかるんじゃないかなと。これを考えても、５０万円アップはなんとかなと

思われるんですよ。

続けますけど、私たちはもうずっと長年、住んでおりますからこんなもんだなと

麻痺しておりますのでいいとしても、空き家とか廃屋が多くなって景観がどんどん

悪くなると思うんですよね。寂れたような地域になったら、今の児童生徒、なかな

か地元に帰って頑張るという思いが薄れてくるんじゃないかなと思っております。

将来に向けたインフラ整備は当然でございますが、やはり美しい美郷、ふるさと

を残していくことも私たちの責任であると思っております。

先般１１月３０日に、第１回美郷町景観計画策定委員会が開催されましたよね。

そのことも含めて、どう考えますか。

【町長 田中 秀俊】

議長。
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【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

おっしゃるとおりであります。費用対効果というか、この事業そのものの新築１

００万円とかそういう部分は大工さんの仕事をふやそうという話の中から発想をし

たものであります。

当時、それにくっつけて町産材という部分をくっつければ、非常に町内でお金が

回るということで、これの波及効果はあったのではなかろうかと。また、そういう

意味でもいいかなというふうに思っておりますが、今言う景観的にということにな

ると、また問題が出てきて、この景観計画策定条例、条例ではありませんがいずれ

条例という話になるんでしょうが、会議を開いたところであります。副町長を会長

として進めておりますが、やっぱり田舎の現風景というかそういうものをしっかり

とした形で残すと。

この景観は何かという話でありますが、見えるものと見えないものがあるという

ふうに私は思っております。ですので、見えるものはそのまま山とか田畑とかそう

いう風景でありますが、あと一つは見えないものというか、それは文化だと思って

おります。結局、神楽であったりそういうものがやっぱり景観の中に入ってくると。

それをひっくるめた中で景観計画をつくって、本当に美郷らしい景観計画を策定し

て、このように進めましょう。その中において、この空き家対策という部分も出て

くるものと思っております。

その中で、委員の皆様方が特定空き家やらを早く壊せと、それどんげすっとかと

いう話になれば、ある程度、予算もつぎ込んでそういう形に壊していくとかそうい

うことになるのではなかろうかと。ちょっと違った、他町村よりかきれいなまちじ

ゃなあと、雰囲気がいいねというようなまちに仕上げていくことが大切かなあとい

うふうに考えておるところであります。

以上です。

【９番 園田 義彦】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

９番 園田 義彦議員。

【９番 園田 義彦】

その新築の木材利用１００万円、大工さんの建設業の仕事もあったと思うんです

よ。この１５０万円もすれば、恐らく建設業、まだまだ行くんじゃないかなあと思

っております。

その廃屋になった場合、何か老朽危険家屋等の除去がありますよね。崩してしも

て出したら５０万円補助しますよと。それの先払いと思えばいいんじゃないかなと

思っております。

最後、まとめますけど、これ、本当、人口減少の対策の一環として住宅を整備し

て空き家を利用したほうが、もう住宅つくるよりか全然、持ち出しも少なくて。空

き家に住んでもらえば、あとのもう管理費も住宅と違って不要になってきますよね。
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手をつけなかったら、必ずもう廃屋になります。やはり美しいふるさとづくりにつ

ながっていけばいいんじゃないかと。長い目で見てもらって、空き家対策の増額と

いうことで考えなりを伺ったところでございますが、当面は財政を見ながら１５０

万円を頭に置くということで確認をしてよろしいでしょうかね。一応そういう検討

をするという答弁をいただきましたので。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

「頭に置く」ということで、進めていきたいと思います。今言う「先払いで家が

残ればいいんじゃなかろうか」ということを聞けば、非常に納得するような部分が、

まごつなあというような気もします。うちの財政事情もありますので、それとそう

いう景観、もろもろの中でやっぱり定住促進というのは本当に非常に大切な部分で

ありますので、今後ともそういう計画の中でやりたいと。

それと、住宅も今回、条例改正しておりますが、住宅をやっぱり老朽化していく

部分は買いたいという人がおれば売ると、そういうスタンス。そして、壊したとき

に更地になりますと、それを今度は売ると、そういう方向性で進めていくと、それ

のほうがもう定住、確実という気がしますので、そういう方向で定住促進住宅含め

た中でさせていってもらいたいというふうに思います。

５０万円は確約できませんが、頭の中に入れておきます。

以上であります。

【９番 園田 義彦】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

９番 園田 義彦議員。

【９番 園田 義彦】

検討してもらうということでございますので、どのような形で方向性を示される

のか。せめて半年後の６月定例会までには、何等かの方針をいただきたいと思って

おります。

どうでしょうか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】
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はい、６月定例会には、またそういう形で結果を出したいと思いますので、よろ

しいでしょうか。

【９番 園田 義彦】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

９番 園田 義彦議員。

【９番 園田 義彦】

はい、「よろしくお願いします」は質問じゃから言いませんけど、そういうことで、

私の質問は終わりたいと思います。

以上です。

【議長 甲斐 秀徳】

これで、９番 園田 義彦議員の質問を終わります。

１０分間の休憩とし、４０分から再開いたします。

（休憩：午前１０時２７分）

（再開：午前１０時３７分）

【議長 甲斐 秀徳】

休憩前に引き続き、一般質問を再開したいと思います。

園田 義彦議員から、欠席届がありました。葬儀に参列ということでございます

ので、これを許可いたしました。

次に、６番 黒田 仁志議員の登壇を許し、１問目の発言を許可します。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

それでは、通告に基づきまして一般質問をさせていただきます。

先ほど、園田議員が現実的なお話をされました。私はちょっと夢のようなお話に

聞こえるようなお話をさせていただこうかと思います。が、確実に近未来が、ここ

がもう迫っているという状況もありますので、ぜひお考えいただきたいと思いまし

て、今回の質問をさせていただきます。

まず、今回の通告に伴いまして、ちょっと宿題みたいなことを申し上げたんです

が、上白石萌音さんという女優さんがいらっしゃるんですが、その方が出演してい

ることでも話題になった政府広報ＣＭ「ソリューション５．０」と、これを見てお

いてくれというお話を差し上げたんですが、まず、これの率直な感想、合わせてこ

れが大都会ではなくて地方都市が舞台になったコマーシャルなんですね。こういっ

たモデル事業を積極的に町として取り組むことはできないか、お考えを伺いたいと
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思います。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁を許します。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０」ということで動画を見させていただきました。政府広

報の。本当に近未来において、そういうことになっていくのかなあと。本当に日進

月歩という言葉よりか早く、もう半世紀の間にすごい技術進歩ということで、これ

からまた半世紀過ぎれば、本当にそういうことが実現可能と。もう今でもそういう

部分が半分は可能ということでありますので、そういう社会にあっていくと。

見ていた中で中山間地域、こういう地形と日向市のような地形、中核都市、いろ

いろな形で見たときにどれほど浸透してくるのかという部分も少しはありますけど、

現にいろいろな形で実証実験をやってるということを鑑みれば、山の中でもやっぱ

りうちにあう部分、アンテナを張って、それがモデル事業として取り入れられるこ

とができれば、それはやっていく必要があるかなと思っております。それが実装に

なるかどうかは、また別問題としてそういう感覚であのビデオを見させていただき

ました。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁が終わりました。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

ちょっとまず最初になんですけれども、議員さんと皆さんにお配りしたんですけ

ど、そもそもという紙をお配りしたんですが、用語自体がもう既にパニックになる

ような用語が続いております。何年か前にＩＴという言葉を聞いたなあって思った

ら、もう今度はＩＯＴじゃ、ＡＩじゃ。なんじゃそらっていうこともあろうかと思

って、御存じと思いますが念のためにお配りさせていただきました。

そして、「ソリューション５．０」と。そもそも何よということもあったので、そ

の部分も差し上げたわけですが、ソリューション５．０、狩猟性社会から始まって

農耕社会、工業社会、情報化社会と人類の文化が進んできた。で、その先にある超

スマート社会ということがソリューション５．０というくくりなんですが、感覚か

ら言えば、私なんかの感覚から４．５くらいのものかなというふうにも思うところ
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ではございます。

【議長 甲斐 秀徳】

仁志議員、お宅の言ってるのは、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０じゃないんですか。

【６番 黒田 仁志】

済みません、Ｓｏｃｉｅｔｙ、ソリューション違いました。失礼しました。言葉

を間違えました。Ｓｏｃｉｅｔｙですね、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０ですね。失礼しま

した。

そういうことで、本当、言葉を間違うくらい横文字がつながってき出して、私た

ちもちょっと着いていくのが必死なような状態であります。

今までは、ＩＴ、ＩＣＴというところはずっと情報化のところで進んできました。

今後、言うのがＡＩ（人工知能）とＩＯＴ、機械同士がネットで接続されて勝手に

通信を行っていろいろなことをやっていく時代が来ますよという部分であります。

ここ、もう町長がおっしゃったとおりなんですよ。よそより先駆けてやるというこ

とがやっぱり必要なんではないか。

今、美郷町、先ほど、町長もおっしゃったように人口減少、働き手が少なくなっ

てきているような中で、物流の改革ですとかそういったものがどんどん進んでいく

ところで、どうしてもここは必要なのではないかというふうに思っているところな

んですよね。

じゃあ、行政が何をすればいいのっていうのは、真ん中辺にありますＩＴ、イン

フラ、これが活用できる状況をつくっていくというのが行政ができることではない

かというふうに思うんですね。取り入れるにしても、ここのあたりの整備をしてい

かなければいけないというふうに思うですが、そのあたりのお考えを伺えますでし

ょうか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

本当に物と物をつないで、動画を見とったら冷蔵庫と話すという話ですよね。で、

冷蔵庫と話して、残りに何が入っとるからこんげな献立はどうですかという話をし

ます。そして、あとこんげなものが足りませんので予約をしておきますという話で

すよね。そういう近未来において、冷蔵庫と話したり洗濯機と話したり。まあ洗濯

機と話すかどうかわかりませんが、いろいろなものと話して生活の利便性が図られ

るという時代が来るということだと思っております。

その中で、その環境整備ということで町がどのくらいの整備という部分でしとか

ないかんかという話の中になれば、これは多分、私が考えるのに、国家戦略だろう

と思っております。結局、諸外国がいろいろな形、産業革命が起こって、それがど

んどんどんどん来たと。三次、四次ということで４．５という部分がこれとすれば、

そこに負けないように日本国として技術革新を打ち出した一つの産業、そっちのほ

うの基本計画であろうというふうに位置づけておりますので、そこに行くのに前駆
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けてという部分はなかなか私もわかりませんが、そういう環境整備をしてください

よという部分であれば、いろいろなメニューが、ここだけはやっておかんとこうい

う部分にはおくれますよという部分が出てくると思いますので、そこ辺はアンテナ

を張ってしっかりとした整備を進めていく。

その中で、やっぱりそれに強い職員というか、やっぱり何か何かわらんと、雲を

つかむようでそれこそクラウドですので雲ですよね、いろいろな形でそんげなっと

るという話ですが、私のようなアナログの人間はデジタルに追っつかんという部分

がありますので、やっぱりそういう専門職といいますか、それが無理であれば企業

と連携をして、その専門職のアドバイスを受けるとかそういう話の中で組み立てて

いくべき問題ではなかろうかというふうには認識をしております。なかなか難しく

てわからない部分が正直、言って多いということであります。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

これも前はよく流れているＮＴＴのコマーシャルで、いろいろな市町村とＮＴＴ、

今、連携をとりながらこういうことができますよというのをＰＲしているものもあ

りますよね。やっぱりそういうところも早く連携する必要はあるのかなと。

情報を提供する側と連携していくというのも重要なことだと思うので、ぜひそう

いった方面から向き合っていただくというのもありだというふうには思っておりま

す。

もう一つ、あったのが、今、町長がおっしゃいましたけど、要はまだ追いついて

ないと。考えが追いついてない。でも、要はそういうふうにＳｏｃｉｅｔｙが上が

っていくたびに、じゃあ全員がそのランクに上がっていってから次に進化していっ

たかというと、必ずしもそうではなく、これ別に差別でも何でもなく、今の現代に

おいても狩猟採収の生活をされている原住民という方々もいらっしゃるわけですよ

ね。だから、いわゆるそういう差はあるということはある中でも、やっぱり美郷町

が特徴的な町ということを打ち出すためには、少しそういったところを先駆けてい

く必要があるのかなというふうに思います。

もう本当に携帯電話、私も持ってもう二十数年なんですけど、もう今やパソコン

ですもんね、これ自体が。これで全てができてしまうというそんな時代。

ここの情報量で今、４Ｇというふうに書いてあるんですよね。これがもう間もな

く５Ｇになると。もうわけわからんというくらいの本当に情報量になってきてます。

ただ、ある程度の住宅密集するところは、もうこの５Ｇの情報が必要でしょうし、

合わせて、こういう公共的なところではＷｉ－ｆｉサービスというのが、もう今は

当たり前のようになってきてまして、ホテルなんかの場合でもＷｉ－ｆｉがないホ

テルにはほぼ泊まらないはずです。そういう状況もありますので、ぜひ地域的なそ

ういう整備、環境整備というのに乗り出していただきたい。もちろん企業と連携し

ながらで構わないというふうには思います。

ちょっと部門を変えるんですけども、きのうのニュースですかね、ペイペイとい
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うものがニュースになってたんですけど。

ＱＲコード決裁なんです。今度、消費税の増税のところでも話題になってますけ

れども、いわゆるＱＲコード決済というのは、これは買う側がここにインストール

してパッとやれば、それで決裁が済んでしまう。数字を入れて。これだったら実は

初期投資、あんまり要らないで、地元の商店でも対応可能なのかなと。

ただ、今、台東区か墨田区かどっちかで実験的にちょっとやってるという程度ら

しいので、こういうの、田舎じゃどうよっていうのを取り込むというのもありなの

かなというふうにも、きのう見ながら思ったんですね。要は、そういうふうな情報

というもの自体も、物すごい毎日、毎日、お聞きしてるんですが、いかがなもんで

しょうか、そういった。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

ＱＲコードで決済という部分は、そういうことは中国とか結局、現金を扱わない

という話の中でどんどんどんどんそういう形で進化してきたと。

ただ、美郷の中においてそれがいいかと。結局、できる人とできない人、やっぱ

り現金よねという。そういう部分の検討は今からはしていくべきかもしれませんが、

これを「こうしますよ」という話はまだ時期尚早かなというふうに思うところであ

ります。

考えてみると、合併前に北郷のほうが田園マルチメディアのほうで早く引いて、

そして平成元年に電波法が変わって、平成１８年に合併したときにそのアナログが

だめで地デジと。地デジと聞いたとき、そんげなじいさん知らんて言うたったです

よね、冗談で。地デジ、地デジっちゅうからですよ。地上デジタルという部分がも

う電波法が変わってそんげとなってますよという話の中で、ほんならテレビが見ら

れんようになるという話ですね。そっちのほうが問題が強かったという部分でいろ

いろなことで今の光ファイバーを引いてきたという経緯がありますが、そういう流

れの中で、やっぱりちょっとずれていくっちゃないかなという気がしてます。

今から先はやっぱりそういうことを積極的にこちらのほうが町民に向かって発信

するというか、それも情報の一つということで、結局、うち、きららやらがありま

すし防災無線もありますので、また広報誌もあります。そういう形でやっぱりそう

いうことはこういう部分はありますよという部分で認知させていくということは今

後。

それよりか、子供たちのほうが早く、「お父さん、こんげなのがあっちゃけど、こ

んげしたほうが楽なよ」という話になるっちゃないかなと思うとですね。そっちの

ほうが早く動き出して、行政、何しよっちょろかというとこに来たとき、行政はそ

ういう部分はちゃんと完備してますよという部分の基礎づくりというか、そちらの

ほうをやっぱり優先的にしっかり情報のインフラ整備はしていくべきじゃないかな

というふうに思うところであります。

【６番 黒田 仁志】
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議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

私もきのう、ＱＲコード決済いろいろ調べてみたところなんですが、本当、店舗

方の側の初期投資は要らない。

ただ、１つ問題があるのは、決済が翌月、翌々月になってしか店舗に入ってこな

い。要はその間の運転資金というものが不足する可能性がある。だからここを産業

振興基金ですかね、ああいった基金を利用して無利子の貸し付けを行って、償還期

限は逆に言うともう１年近くにして少しずつ体力をつけてくださいと、いう形もあ

りなのかなと。そういうことができれば、電子マネー化というかキャッシュレスの

世界というのはある程度、できるのかもしれない。

その消費税の減税の還元も部分もありますけれども、このペイペイというのが何

か２０％くらい還元するんだっていうことなんですよね、消費者のほうに。場合に

よっては全額に近い返還もあると。ほんとかよってちょっと思ったんですけど、そ

ういうような仕組みらしいんですよね。また御検討いただければと。そういう貸し

付けとかっていうのも御検討する余地というのはいかがですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

それこそ今、そういうところまでは頭が行ってないということで、結局、いろい

ろな形で中間マージンが要らないということになっていくという、結局、レジが要

らないとかもうそういう部分で全部、要らなくなる。コスト軽減をしていくからあ

る程度、ペイもできると。ペイペイというのが大体、払う、払うということでしょ

うから、そういう話の中での組み立てで、今後そういう形になっていくだろうとい

う予測の中で、今そういう基金の運用とかそういうことを考えてはいませんし、今

後、やっぱり必要に応じたときに、それはそれの町民にとって福祉の向上になるか

という部分の物差しを当ててやっていきたいというふうには思うところであります。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

ちょっと話、変わります。

あの映像の中でもう一つ重大なことがあったんですけれども、電柱がなかったん
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ですよ。お気づきになられましたか。

やっぱり電柱なくす工事というのも少しずつやっぱり始めていかなければいけな

いのかなと。都市部ではなく田舎だからこそ電柱をなくす。道路にはわせるなりす

るしか、まあ、基本的には道路沿いにあるので可能なのかなというふうに思うんで

すけれども、要はこれによって災害にも相当、強くなると思うんですよね。断線と

かの恐れがなくなり。そういうことはいかがですかね。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

その無電柱化という部分は町がやる話ではなかろうというふうに思っております。

よくよく考えれば、電気は飛ばないのかという話で考える。もうこんげＩＴやら

が進む頭があれば、電気を飛ばしたほうが早いじゃないかと。そうすれば、電線や

ら引っ張る必要がないから、それを考えたらノーベル賞ものかなという気はします

けど、時々、私はその無電柱化を思うときに、よく考えたのが、電波みたいに電気

を飛ばせないかと。それが解決すれば無電柱化もうちの山にあった、それが倒れて

停電になるとかそういう心配はなくなるということですので、今のところ無電柱化、

結局してるところもありますけど、やっぱりこれにはかなりの投資、道をつくって

いく中でもそこを全部、入れるということになりますので、かなりの額がかかると

いうことであります。

ですので、これはやっぱりある程度の国策として国土強靭化を含めた中で考えて

いってほしいなという部分の一つであると思いますので、そういう部分は国会議員

の先生方に要望してまいりたいと思うところであります。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

例えば、月で発電してそれを電波で飛ばすということも本当に考えられてるし、

何かできるとかできんとかいろいろな話があるんですけどよくわからんとちゃけど

ですね、そこ辺は。

だから、その辺もまた今後は恐らく出てくるとは思うんです。おっしゃるとおり

国なんかも考えるべきことなんだろうと思うんですが、今やっぱりオリンピックな

んかをきっかけに、恐らく今度は万博の話になって、都市部でまずどんどんという

話になってくるでしょうと思ってるんですよ。

そうやってくると、田舎になってくると今度は費用対効果ってことで、また削ら

れていきそうな嫌な気がするので、これはやっぱり災害というものの考え方ですよ

ね。
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例えば、こっちは水とか食料はある程度、あるんだと。ないのは電気がなくて電

気さえあれば生きていけるんだというところあたりをアピールしていくということ

をぜひ、一緒に要望活動、協力させていただきますので、ぜひ優先事項としてちょ

っと捉えていただければというふうに思います。いかがですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

そういう形でやっぱり要望はしていきたいと。

それと、もう少し、人間て何かという部分の根底にやっぱり戻る必要があるっち

ゃないかと。中山間地域だからこそできるという部分、結局、水があればという話

で、水もあるということで、あとは焚き物があれば電気がなくても飯は食えるとい

う話になれば、ある程度の昔、持ってた、今も持ってるその地域力とそれが組み合

わされば、災害の１カ月くらいは何とかなるというようなまちづくりもやっぱりつ

くっていかないかんちゃないかなと。全てが現代のそういう部分に依存し過ぎたが

ためにという部分も必ず起こるっちゃないかなと。

結局、地球上に住んでる者として、やっぱりしっぺ返しが来るんじゃなかろうか

というふうに思っておりますので、やっぱりそこはそことして逆の部分、古きよき

時代に戻るということじゃなくてしっかりとしたものを、受け継いできたものをや

っぱり守っていって、そういう釜戸とかそういうところで火をたくとかそういう部

分は伝承していって、しっかりとしたものを持っていれば災害にも対処できるとい

うふうに思いますので、半面そちら半面こちらという部分で、やっぱり二重面性を

持っとったほうがその地域は強いという気がしますので、そういう方向のほうがよ

かろうと私は思うところであります。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

おっしゃるとおりです。その辺も考えながら、ずっと最後まで行くとそういう話

になっていくような話だったんですが、先に言われてしまいました。後でまた、お

話ししていきます。

ちょっと次は話をまた変えます。

農林業の担い手不足に対応するという部分もあの中には出てましたよね。無人ト

ラクターというものが動いている映像が出てました。

ただ、ああいったもの、で、林業においても相当、ＡＩ化が今後、進むだろうと

言われてるんですが、問題は電波が来ないと意味がない。それこそ衛星回線を使っ

てやることも可能なんですが、そんなのってやっぱり今のところは通信料とかって
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異常に高くなってくることを考えると。

ちょっとこれはおもしろい話を聞いたんですが、今度の森林環境税ですね、これ

は総務省の予算ですよね。携帯なんかのアンテナを立てるのも総務省ですよね。

これ、ありなのかなということで、山の中を全てのエリアで電波が入るようにし

てくためのアンテナ設置って、この森林環境税でできないかというふうにも思うん

ですが、いかがですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

森林環境税が森林環境譲与税ということで総務省のほうに回って譲与税として配

分という形の中で、それもありじゃないかという話でございますが、いろいろな使

い道は出てくると思いますが、私としては、やっぱり頭には山に使いたいと、もう

そういう部分も大切なんですけど、やっぱりそういう部分で山に対しての今までの

苦節３０年くらいのいろいろなものの流れの中で山をどうかしてくださいという部

分が結実したのがこの森林環境税だと思っておりますので、まだ仮称ですけど通っ

てませんので、まあ、そういう形でなれば、山に使いたいと。

アンテナをどんげすっとかと。結局、いろいろなもので入らんじゃないかという

部分で未感地帯があるということで、ちょっと企画情報から資料をもらったら、あ

る会社があるんですけど、そこがこういう動きなんですわという話で、やっぱり鉄

塔を１３棟くらい建てる計画があると、この中に。そんなに大きくはないと。

その会社さんが言われるのは、１５メートル鉄塔で２００万円くらいかかります

よと。鉄塔だけですよ。２５メートルで７００万円くらいかかると。そして、あと

いろいろなものをかけると、そこ辺のコストはちょっとわかりませんがという部分

で、あるとすればかなりのこちらの譲与税でつくったとしても、町単という形とい

ろいろな、多分、これが格差是正事業に該当するかどうかはまた別問題になります

ので、町で全部やれという話になったら非常な持ち出しになるということであれば、

その業者さんにいろいろお願いして、これ、１３棟例えば、７００万円かかれば、

えらいな金額になるから、やっぱりそちらのほうの自助努力にお願いしたいと。

前も言ったら、結局、一番大切なのはそういう会社に、ドコモショップとかいろ

いろなショップがありますね、そこに直接、町民が言って、「うちはいらん」と、電

波が飛んでこんということだそうです。それを全部の、どの会社さんでも上に上げ

るそうです。上げていくと、ほんならということで、ちょっと見直すというか、ほ

んならそういうことをやると。ですので、行政が云々ということよりかやっぱり町

民の方が、「うちはこんげだからいらんよ」と。いらんから、「これなら入るから」

と言うと、今度は顧客を減らすという話になってきますので、それじゃあいかんと

いうことで、やっぱり今度は会社の自助努力が始まるということで、そういう動き

の中になってるということでありますので、環境森林譲与税は山に、やっぱり山も

とにと、それと山で働く人にという部分で、もうどかしてやっぱりそちらのほうに

しっかりとして山で渡世ができるような形の中で、その譲与税は使いたいなという

気がしております。
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以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

山で使うとおっしゃったんですが、もうこれ、明らかにされてるのが、譲与税を

いわゆる今の補助金の上乗せとしてもだめよと。今の補助金がある分では使っちゃ

だめよと。となると、相当、絞られるんですよね、使う用途。

町長としてどのようなところでお考えですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

この譲与税が国庫が出してする部分はだめですよと。国庫上乗せというか国庫が

補助金で来てますので。

一番、今いやらしいのは、県のほう、県がついてきますので、県のはいいっちゃ

ないかという話ですね、国庫とだぶらんから。県費つけたと。で、その分を町が出

してくれという話。これ、なっていくっちゃないかなという気がするんです、流れ

の中で。そうすると、その分を今度は補填せにゃいかんという部分も出ますし、結

局、３分の１ずつであれば、町が３分の２を出さないかんという話になります。

何が一番いいのかと。こちらが今、出してる分を、結局、国庫と重ならんけりゃ

あいいわけですのえ、もう少し幅を広げるというか安心していろいろな形で使える

ような形をしていこうかという話ですると、あれもだめ、これもだめという部分で、

今、壁が出てきてると。

もうこれはちょっとその、農林振興課、いろいろな会議があってるということで

すので、何が一番うちにいいのかと。頭は思ってるんですけど、山もととそういう

働く人たちに還元していくような方法と。ほんならどういう形がいいのかという部

分になると、これがいいっちゃないかと簡単に考えたときに、それはだめですとい

う話で、ほんならこの譲与税は何に使うがための環境税で、その先、取るのかとい

う話に今度はまた戻るという気がしてます。

ですので、もう少し、とは言うたものの前倒しで平成３１年度から入ってきます

ので、そこ辺は４，０００万円くらいですので、平成３６年度くらから１億４，０

００万円くらい入ってくるという話になりますので、そこまでにはこうじゃという

部分はやっぱりせんとちょっと問題かなという気がしてますので、山もとに返す、

そして山で働く人たちのためになるようにするという部分の頭の中で、議員、いい

アイデアがあったら教えていただきたいというふうに思うところでもあります。

以上です。
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【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

私もだから相当、考えてみたときに、なかなか使えるところがないというのが本

音なんですよ。で、思ったのがここなんですね。ここの今からＡＩ、ＩＯＴという

時代になったときに、そこの部分で利活用するというのが実は担い手にも山主にも

メリットがあるんではないかと。

ということで、先ほどの資料の裏のほうに日本と諸外国との林業施業コスト比較

という表をおつけしております。

見にくいかもしれないんですが、一番上になるのが素材生産コスト、私たちが切

り出すためのコストですね。２番目がトラックのコスト、３番目のオレンジが市場

等のコストですね。一番下にあるのが、山主に戻る、山もと立木価格、山主にお返

しする金額ということになっております。

これ、宮崎の場合、車両系の部分が書いてあるんですが、実際の単価から言うと、

宮崎県というのと日本というものの真ん中くらいのコストが今の県北のコストと、

県北で架線集材で出す場合のコストというふうにお考えいただければというふうに

思います。大体、素材生産が４，５００円くらいです。というふうにお考えいただ

ければというふうに思うところであります。

販売価格と、これ、実は世界的にほぼ１００ドルというふうに言われているんで

すね。の中で、日本、例えば、宮崎、頑張って４，５７０円、山主に今、返してま

す、立方当たり。

ところが、見ていただくとわかるように、オーストリア、フィンランド。オース

トリアは９，５３０円、フィンランドは７，１５０円、こんなに山主にお返しでき

るような状況なんですね。

要は、ここは何が起こってるかというと、実はヨーロッパ、私も行ったことある

んですけど、すごい山の中でも電波が飛んでるんですよ、携帯の電波が。今それを

活用して、林業機械、もう切る機械が現場に行くと、この木を倒しなさいという指

示が機械に飛んで来るそうです。ほいで、その木を倒すんです。この木はこんな木

だから、じゃあどういうふうに造材しなさいというのが指示が飛んでくるそうです。

それをばっとそのまま機械が勝手に造材するそうです。で、その場に置いておく

と、今度はＧＰＳで、「ここにあります」というのが回収する車に指示が来るそうで

す。それをばんばん回収していく。この部分とこの部分はどこどこの工場ですよと、

この部分はどこですよっていうのが指示が来て、それをどんどん回収していって、

そのとおりに仕分けをしさえすれば売れていくと。で、中間マージンも要は市場の

手数料もないですよね、よその外国は。

今、ここは少しずつ宮崎も圧縮されている部分なんですけれども、ただ、だから

そういったところでじゃあ何がというと、そういう携帯の電波、少なくともそれが

飛んでないところではこれが不可能であると。

林業振興といったら、逆にそこが圧縮されることによって、山主に多くのお金を

還元することができるようになれば、やっぱりこれが一番、林業振興につながるの
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ではないかなというふうに思うんですよ。

もちろん、そのほかの要は製材所とかそこ辺も合わせて技術改革していかなけれ

ばだめなんですが、それに先立って、例えば、美郷町の山だったらこれ可能ですよ

とっていうのをうたっていくということもできるのではないかというふうに思うん

です。

いかがでしょうか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

また、その情報というかＩＴのほうに戻りますが、なかなか難しいという部分も

考えております。

今から先、平成３１年開校の林業大学校の中で、どういうことを教えていくのか

という部分もちょっと精査したいなあと。いろいろな資格を取るような今までのな

い１６か１８くらいの資格が取れますよという話の中で、どういうことを生徒たち

に教えていって、その山を守っていけるのかと。いかせるのかという部分で、その

中がそういうことだということになれば、やっぱりある程度、人もいないからとい

う部分で林業の後継者をつくっていこう、担い手をつくっていこうという趣旨のも

との中にそういうものが入るということであれば、少し、私のほうもこういうもを

使って高性能機械を使って出していくと。

切ることはそうかもしれませんがと、今度は逆の話になったときに、再造林用の

場合はどうですかという話もやっぱり考えていく。結局、それを循環させていくと

いうことの中で、やっぱり考えていく必要があろうと。で、切ってから植えつけて

ずっとという１つの円というか、その中に入ってくるんですが、もう一回、そこ辺

をもう少し確かめて、これから先の林業という部分でそうなるという話になれば、

業者さんに言いながら、かつまたこれも使えるという話になれば、それは選択肢の

中に出てくるかもしれませんけど、そこ辺の兼ね合いの中で考えたいと。切ること

ばっかしじゃなくて植えつけと再造林用も絶対、必要なことでありますので、その

サイクルの中でどうかという部分を考えたいと思います。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

おっしゃるとおり。林業大学校自体、実際、今の林業技術も教えますけど、こう

いった最先端の部分のお話もしていく。

例えば、ドローンを使った森林調査ですとか、あと背中に背負う形で１周すれば、
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そこの中に何立方、どんな木が立ってるというのがわかる、もう既にあるんですよ。

ただ、そういうものの実際の研修なんかも行うというふうには聞いているところ

です。これは一般向けの講座もどんどんやるということで、いわゆる情報発信はし

ていきますよと。

問題なのは、だから実証するところがなかなかないよねと。

１つ問題なのは、やっぱりどうしても県北のほうはある程度、勾配がありますの

で、人がやらなきゃいけない部分というのは必ず、一気にはなくならない。少なく

ともまだ、今の進化のスピードから行くと、本当、１０年２０年で人が誰も行かな

くなる可能性もあるんですけれども、それくらい以上はまだあるとは思ってるんで

すね。

で、そういうことで、地拵えというのも実はもうかなり機械化されていて、その

機械で地拵えすると、下草が二、三年、生えてこないっていう機械まであるんです

よ。

そうなると、もう本当に下刈りが要らなくなる。そういうような不思議な時代が

もう来始めてます。これがロングリーチという長い腕の重機につけさえすれば、も

う相当のところまで届くので、人が手をかける必要はないと。そこに、今度はコン

テナ苗を植えていくのまでセットしてばんばんばんばん植えていきますよと。

もうそういうところまで、実は、物はできてます。

ただ、実際にそこをまだ使うという人がいないというか、ちょっといろいろとコ

ストのところでまだひっかかってるところがあるんですけれども、だからそういっ

たことをやっぱり進めていってコストを下げていかないことには林業はできないな

と。

林業も農業もなんですけれども、やっぱりある程度の無人化、そして外国人の今、

話題になってる外国人労働力そういったものでやっぱり賄うしかもうないところも

幾つかあるんですね。もう完全にとは言いません。もちろん日本人がしっかり職業

としてやるべきことではあるんですけれども、そういったことを含めたときに、や

っぱり環境整備の部分、インフラ整備の部分、インフラというものはやっぱり行政

の責任だと私は思いますので、ぜひ、そういったところを前向きに御検討いただき

たいと思いますがいかがですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

おっしゃるとおり理想という部分を言ってもそれは理想論じゃないかという話で

すよね。結局、そういう形で地拵えしても草がでけんかったら、その山に栄養がな

くなってそきゃあというそんげな思いもするし、１回、山に肥料をまかないかんち

ゃないかと。１回、２回はいいかもしれんけど、３回、４回になると、どうしても

やっぱり地力は落ちてくると、そういうことを言うとっても人がおらんじゃないか

という話は現実的な問題でありますので、やっぱりそういう意味からその理想論と

現実論の中で、理想は追い求めたいとは思いますけど、そういう理想じゃなくて現

実をやっぱり直視しなければならないと。
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そのためには、活用できるものがあるとすれば、そういう活用をしていくのがや

っぱり行政かなと、そういう基盤づくりをしていくということはやぶさかじゃない

と思っておりますので、いろいろな形で提案をしていただければ幸いかなというふ

うに思うところであります。

以上です。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

その地拵えする機械というのが実は耕すようなもんなんですよ。灌木とか枯れ木

とかはやっぱり山に残してるのでそういうのを砕いて山にまくと。結局、だから肥

料にはなるという部分なので、あんまりそこ辺は私は問題ないのかなというふうに

見たところです。

要は新しい土を持ってくるので十分な栄養価はあるのかなというふうにも思いな

がらいるところであります。ぜひ、そういった意味で地方都市こそこういったもの

が進まなければいけないのかなと。

Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０のコマーシャルでも言ってたように、これ、地方からやり

たいというような意向も政府、あの広報の中では若干、言ってましたよね。そうい

うことで、ぜひ、これは早く手を挙げて、うちの独特のところを出すというのはあ

りだというふうに思うんですよね。やっぱりここはうちは進んでますよと。そした

らやっぱり魅力ある美郷町になる可能性もあるというふうに思いますので、ぜひ前

向きに御検討を。

正直言って、こう言いながらも私もいまだにまだ４．０の途中くらいの感覚でよ

く理解はできてないかもしれないです。だからやっぱり、ただそれでも使いこなせ

るというのが新しいシステムらしいということ程度しか、私もわかりません。ぜひ、

情報収集と前向きな運用活用をお願いして、２問目の質問に入りたいと思いますが、

よろしいでしょうか。

【議長 甲斐 秀徳】

２問目の発言を許します。

【６番 黒田 仁志】

２問目に入ります。

今度は、ちょっと済みません、ずっと林業の話で押していってますが、次はちょ

っと小規模バイオマス発電の建設ということをお伺いしたいというふうに思います。

本町でも、近隣に大規模なバイオマス発電所が多々ある、できてきている状況も

あって、いわゆる素材生産業者、私たちのような素材生産業者はそこに盛んに出荷

しているところであります。

しかし、これに問題があるのが登録制度なんですね。どの業者、出荷していい業

者さんていうのは決まってるんですよ。登録しなきゃいけないんですね。そういう

業者しか基本的には買い取らないということになってるもんですから、いわゆる自
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伐認可、通年に１度、自分の山を切りましたという林家さんとか、１年に数十立方

しか出しませんよという自伐林家の方々がそこに出荷することは難しいし、恩恵に

あずかることも若干、難しいというのが今の制度であります。

一方で、私たちのような素材生産業者というのは、少しでも大量にバイオマスま

で出荷したいと思いますので、もう枝葉がついた状態の全木集材というふうにいい

ます。枝葉がついた状態。そういう状態で、土場まで材を持ってきております。

これは県北の架線集材というのが逆に有利に展開している部分なんですけれども、

土場に一気に集めて造材ができるという部分で、今やっております。

となると、今度は逆に今度はその点の負の面なんですけど、枝葉が１カ所に大量

に積み上がってしまうんですね。今、１社、チップは持ってきて持っていってくれ

る業者はあるんですけども、もうなかなかそれじゃあはかどらなくて、ほとんどの

ところがもうそのまま放置されたような状態になってるんです。そこが山腹崩壊の

起因になったりですとか、その条件は比較的いいところに、壊れないようにと思っ

たら、ある程度、いい平らなところに置こうと思いますので、そうすると、せっか

くいい土地に新植、再造林ができないというような負の面も出てきている。

そういったことを解決していくために、町で独自に２，０００キロワット未満の

小規模バイオマス発電所の建設をすることができないかという点をお伺いしたいと

いうふうに思います。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

前の子ども議会の中でも北学園の子供たちがバイオマス発電ができないかという

話をされておりました。確かにそうかなあという感じで話を聞いていたんですが、

今、素材生産業者、バイオマス協議会の中でそういう人たちはどんどん持っていけ

るということで、自伐林家という部分で後々、残ると。それが災害にという部分で。

ただ、一番思うのは、小規模バイオマスをつくったときに一番、思ったのは、雑

木が集まって、それが木炭の供給地になればこれもいいなという気がしてました。

それが結局、一石二鳥というか、それを出していって原木のほうに回すと、それが

できれば一番いいかなと思っておるんですが。

今度は、この木質バイオマスのもしその発電したものを使うということになって

いくと、いろいろな使い方があるとは思いますけど、今度はその供給量が必ずコン

スタントにそこに集まって、それだけの電力を起こせるかという部分で、例えば、

ハウスに引っ張っとったということで冬は。

あるハウス、トマトでも何でもいいですけど、設定温度があるということで、そ

れ以上、下がれば火がつくと。いろいろな形で今そういうこともないかとは思いま

すけど、結局、原料供給がそれに見合う分あるのかないのかという部分で、結局、

燃やすだけでは話にならんということになりますので、そういう部分を考えたとき

に、あとは売るとかそういうことになるとは思いますが、いろいろなことを考えた

ときに、現実的に木質バイオマスでいいのかと。

電力ということを考えれば、エコで水力もあるし風力もある、いろいろな形での
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電気はあるということでありますので、その小規模という部分で考えたときに一番、

言われるのはよくわかるんですが、それが回ってくるか否かという供給量というか、

そちらのほうが少し精査していかないと。

大体、私自身がその木質バイオマスという仕組みが余りわかってないという部分

もありますので、もう今ある大きな都農とかあちらのほうにトンで買うとかな。立

米じゃなくて、そういう形で出ていってるものだろうという想定をしてましたので、

ちょっとこれを意見を聞くと、ちょっと違うとかなあと思っておりますが、今のと

ころ、やっぱりもう少し、これは精査する必要があるのかなというふうに思ってる

ところではあります。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁が終わりました。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

いわゆる大規模なものというのは、ほとんどの場合が蒸気タービン式の発電なん

ですよね。スチームを起こしてそれで発電すると。

小規模になると、もちろんそのバージョンもあるんですけれども、ＯＲＣシステ

ムといってこの水を沸かすんじゃなくてオイルを沸かすという考え方のシステムも

あります。もう一つあると、ガス化をしていく発電システムというのもあります。

これ、いろいろメリット、デメリットあるんですけど、例えば、ガス化の場合だ

と、原料は物すごい少なくて済むんですよね。ただし、これが熱利用がしにくいと

いう点があるんです。ＯＲＣというのは、要は蒸気と一緒で媒体が違うというだけ

なので、燃やすことによって熱利用も可能であると。

何が大きいと、この２，０００キロワット未満の小規模というのは売電価格、要

は九電あたりの買い取り価格が４０円なんですよ。原木に換算してくると９，００

０円くらいで購入していって合うんですね。今、実際、７，５００円なんですよ。

さらに１，５００円ほどアップする。

ただ、１つあるのが、私たちみたいな素材屋さんがそこにどんと出してしまった

ら、小口の人のがなかなか受け入れ不可能ですよということでは意味がないので、

私たちは調整用に働くということなんかをちょっと考えているんですけれども、そ

ういった意味を含めて、先ほど、出たバイオマス協議会、そのあたりと第三セクタ

ーの形をとって全員に出資してもらって、要はそういうふうに供給責任も取りなさ

いよという形での運用というのはできないのかなというふうに思うんですけど、い

かがですかね。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】
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町長。

【町長 田中 秀俊】

違うことを考えておりましたので。

結局、セクターでそういう形をつくってやっていくという部分で、セクターとい

う以上、それ、一セク、二セク、三セクで多分、三セクをしとるのかなあと。一セ

クでやる部分はどうぞやってくださいという話になりますけど、三セクでやる部分

はやっぱり町費を出すということになると、少し考えないといかんとかなあと部分

が出てきます。

その現時点での山の状態を見て、素材生産業者、美郷町内かなりいますけど、そ

の中と結局、自伐林家それと時々という部分の中で、どのくらいのものが隣地残材

として残っていってるのかという部分。その隣地残材なるものを素材生産業者が持

っていけんとかという部分ですね。ちょっとそこまで行ってという部分で、全部、

あかめてしまうと、そういう方向ですれば、協議会のメンバーですのでいつでも持

っていけるということで、買い取り価格制度云々という部分もあるかもしれんけど、

その木質バイオマス自体の電力、いろいろな形の電力があると思いますので、セク

ターでの考え方は今のところは全然、頭にないと。

確かに、小規模バイオマスをいろいろな資料を見ると、農山村地域は入ってるん

ですよね。入ってるけど、本当それが可能かとなるとちょっと頭がほんとかやとい

う部分がありますので、やっぱりこれをするにはある程度、しっかりしたものをど

のくらいの量が。その素材生産業者がほんならどんだけもってくれるのかと。そし

て年間、どのくらい出て稼働する、供給量が。

ほんなら、これを何に使うのか。ただ売るのか。何に使うのかという部分の話の

中で、やっぱり煮詰めてある程度、その素材生産業者にとってもよし、そして使う

側にとってもよし、そして町にとってもよし、これ三方よしにならんとゴーサイン

は出れんとかなという部分で思っておりますので、そこ辺はやっぱり慎重にやりた

いというふうに思います。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

正直言うと、協議会の会員で運営すればできないことはないと思うんですよね。

出資もできるし、売電も可能というか、それ、金額であれば可能だと思うんです。

なぜ三セクでと、私が今、思ってるかと言うと、やっぱりその熱利用ですとか、

あと益金の公共的な活用、そういったところを少し考えていくべきではないかなと。

要はその素材屋さんがまたそれで違う面でもうかり過ぎても、まあ税金は払います

けどそればっかりじゃないでしょうと。だから三セクという形で回したときには、

町にしっかりその分はもっとしっかり戻すことができるわけじゃないですか。とな

ると、町はそれで、先ほど言ったような環境譲与税に上積みするのは全然、問題な

いわけですから、それでやろうとしてるのにさらに上乗せしたりとか、いろいろな

環境整備とかにまた使える部分というのがふえるのではないかということを考えた
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とき。

で、熱利用とかでやっぱり農業と連携させていくとか、そういうところはやっぱ

り行政が入ってるほうがよりスムーズに進むのではないかという考え方でこの話を

してるんですよね。

例えば、これ、どうやって燃やすかという問題になってくるんですけど、今、野

焼きの問題とかも出てますよね。だからそういったものも回収して燃やすというの

も可能かもしれないですし、竹の繁茂というのも問題になってます。こういったも

のが今、ほとんどの窯は燃やしてないんですけど、これが燃やせるような仕組みが

できないかとかいろいろなことを考える必要はあるとは思います。

でも、そういうふうにいろいろなことを考えながら動いていく中で、それをやる

ためにはやっぱり行政が入ったほうが強いのかなと。私たち業者だけだったら、ど

うしても利益追求にしか行きませんよっていうことがあって、その重しとして、だ

から１００％出せるでもないし５０％出せるものでもないし、要は均等にある程度、

出してもいいんではないかというところなんかも含めながら、ただ、いろいろなと

ころで行政が入ってるというのは強みには、こちらとしてもなるというのもあって。

「こちら」と言ったらいかんですね。協議会としてもあるのではないかということ

を話をしていての御相談です。ご相談て言ったらいかんですね、質問なんですけど、

いかがですか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

確かに産業廃棄物ということでいろいろな木ですよね。木というか剪定すればい

ろいろな木が出てきますけど、ほんなら燃やしていいかという話にはなりますよね。

そういうものを集めればということなんですけど。

結局、民間と公共という部分で考えると、民間はやっぱりどうしても営利を求め

ていくと、そうすると、こっちは福祉の向上を求めていくという部分でいろいろな

ものを考えて、言葉上は営利じゃなくてやっぱりその行政がという話になるけど、

とどのつまりこうして見ていくと、どうしても営利になると。

うちに第三セクター２つありますけど、それは福祉の向上だという話の中でそう

いう平成１０年と１１年に立ち上げた施設を、そりゃあいいじゃないかという話に

なりますけど、結局、この時点に来たときに、何でこんだけ金を入れないかんとか

という話になります。やっぱり同じところは、どこを見とるかといったら営利を見

てるという話であります。これを違う、もとに戻ってとは言いませんけど、そうい

う話を、そういう土俵に乗せないという部分がありますので、もし、それを今度は

言われるようにセクターでと、美郷町がやった場合にまた抱えるという部分が非常

にリスクが多いと。そうなれば、やっぱり慎重にならざるを得ないと。ある程度、

広域連合とかその中でそういう部分が出てくると。

それと、今ある部分をもう少し入れかえて、みんなで何かできんかとか、やっぱ

りそういう部分での対応というか、をもう少し模索しながら独自の木質、小規模の、

それも検討するという部分はやぶさかではなかろうという気がしますけど、私の頭
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にあるのは、そういう事実があるとすれば、いろいろな角度からやっぱり検討はし

ていきますけど、町独自のセクター関係はもうちょっとセクターは、セクターはと

いうかそういう部分でいいですかと言ったら、みんな、「そりゃあ」って、また喧々

諤々になっていろいろな問題が出ると。

議員さんばっかしじゃなくて区長さん、そして町民が何と言うかという話になっ

てくると非常に問題になるということで、やっぱりそこ辺は慎重に対応していきた

いと、そういうふうに今、思うところであります。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

要は公営企業でやってくれというよりも、まだ三セクのほうがいいのかなという

ふうに思ったわけで、要は供給責任をこっちは負いますよと。やっぱり三セクであ

るということが利益追求だけに終わらない。

正直言ってビジネスモデルとして今、ある部分でもある程度の益金は出てきます。

出てくるようにどうやってもなってるんです。今の４０円でとりあえず売れる期間

はまず。

まあまあ、その後、どうするのよっていう話になるんですけど、１つあるのが太

陽光とか風力と違って、小型バイオマスという、バイオマスというのは結局、火力

発電になるんですね。電気供給量は安定させることができるんですよ。だから１，

０００キロワットといったら１，０００キロワットずっと供給することができる。

だから、九電側としてはもう完全にあてにしていい電気ということになるんですよ

ね。だから、そういうことから言うと、その太陽光みたいにふやすなという話は一

切、しておりません。

バイオマスというのは、こういうふうに環境にもいいんだよというふうに、要は

廃棄物というか、そのままだとＣＯ２発生するだけのものを燃やして熱に変えて再

利用できてるということは評価していただいております。

ただし、一般の方々に火力とバイオマス火力の違いをうまく説明できないという

ところがあって、なかなか強くＰＲはしてないということらしいです。

なので、ある程度の収益がある。ただし、初期投資はもちろんかかってくる。そ

こはやっぱりみんなで分けるしか、リスク分担はするしかないところなんですけれ

ども。三セクという話をしたのは、やっぱりそういったところと、先ほど、小型水

力の話もされましたけど、マイクロ水力とか、要はそういったことなんかに再投資

していくための益金を利用していけるところもあるんではないかというところなん

かも考えたときに三セクかなと。利益追求だけではなくいろいろなところで地域を

守っていくような活動もできるのかなというようなところも思って三セクというこ

とを申しております。

先ほどの炭の原木の話ですけど、私たち民営でやれば、やっぱりそりゃあまず燃

やしますよね。そこで火力発電にかえますよね。炭の原木をじゃあ供給しろって、

それは責任、違うよねっていう話になりかねないんですよ。だから三セクという話

なんですよね。
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もう一度、お願いします。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

素人考えでそういうものが集まればという話の中で原木と。結局、合わせ持って

三セクでやるならこれまでですよと、これもですよという話をしていったほうが、

当然、そういう形にしたときに、本当、本来の燃やす部分が出てくるのかという話

にもなりますし、町民に「こういうものは全部、持ってきてくださいね」と、「そこ

で焼けますので」ということになれば、農業のいろいろなものが、枝葉が集まると

いうことになろうかと思いますけど、それはそれでやっぱり物には表と裏が絶対、

出てきますので、その表ばっかしを見て話すと、もう本当にバラ色のごとあって、

飛びついてやったがほんなら裏がえらいなかったという部分が非常にありますので、

そこ辺をやっぱり今から先はそこ辺はやっぱり少し石橋をたたいてでも渡らんじゃ

ないけど、やっぱりたたく必要があるという部分は思っております。

ただ、やらないかんときはやらないかんということで、そのアクセルとブレーキ

の話になりますけど、やっぱりそこは慎重に今後、検討というか精査して、今、ど

ういう状況なのか、そこ辺は町内をくまなくというか調べて、どのくらいのものが

あってどれがいいのかという部分は検討していく必要が出てくると。

ですので、そういうことがいいっちゃないかという話で、確かにいいという話の

中で、今後、精査していくということで御了解をいただきたいと、そう思っており

ます。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

先ほど、ＡＩ化のところで町長がお話しなったように、これって実はまきのスト

ックもできるんですよね。となると、おっしゃったように電気が来ないときに、今

度はそのまきを供給してやるということが可能なんですよね。まきストーブなんか

っていうのに切りかえていくというのも、もちろん誘導できますし、いろいろなメ

リットがあるなというふうには考えているところです。

実際に、西都のほうで小規模が一つ動き始めております。

今度、私たちが議会終了次第、ちょっと私、そこに行くことになってるんですが、

よろしければ、またそこあたり、バイオマス協議会なんかも通じながら、そういっ

た研修をしながら、どういう運営がいいかというものなんかも含めながら、御検討、

一緒に検討していければというふうに思いますので、ぜひ前向きに御検討いただけ

ればと思いますが。「前向き」先ほど、ちょっと「精査しながら」と言ったのを「前
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向きに」かどうかをちょっとお話しいただきたいんですが。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

前向きに、精査をいたします。

ただ、精査した結果が後ろ向きになる可能性もあるということも起こり得るとい

うことで、前向きには精査していきたいと思います。

【６番 黒田 仁志】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

６番、黒田 仁志議員。

【６番 黒田 仁志】

いずれにしろ時代が大きく動き始めてる中での、どうやって私たちは暮らしてい

くべきか、田舎のよさというものをやっぱり考えなければいけないという中で、そ

ういったバイオマス資源を使う方法、そして新しい技術を取り入れる手段、やっぱ

りこのあたりをうまく複合させることによって、美郷町の魅力って発信できるんで

はないかというふうに考えますので、ぜひ、今後とも前向きに御検討、お願いいた

しまして。お願いしたらいかんですね、質問を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これで、６番 黒田 仁志君議員の質問を終わります。

ここで１０分間というわけにも、ちょっと。

ちょっとお伺いしますけど、森田 久寛議員、中途半端になるからどうですか。

【８番 森田 久寛】

希望があれば、答弁次第では１２時までで。

１問目の半分くらいでやめるようであれば問題じゃないかと思うんですが、どう

でしょうかね。

【議長 甲斐 秀徳】

１０分間、休憩をとりたいんですけど、そうするともう後、残りがないもんです

から、できたらもう昼からのほうがいいかなと思いますので、これで、午前中の質

疑を終わりたいと思いますが、よろしいでしょうか。

それでは、ここで午前中の質疑を終わります。

午後１時より再開したいと思います。

（休憩：午前１１時４０分）
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（再開：午後 １時００分）

【議長 甲斐 秀徳】

休憩前に引き続き、一般質問を再開します。

ただいまの出席議員は１１名であります。

次に、８番 森田 久寛議員の登壇を許し、１問目の発言を許可します。

【８番 森田 久寛】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

８番 森田 久寛議員。

【８番 森田 久寛】

それでは、通告に従いまして今回、３問、３点、教育長と町長にお伺いをいたし

ます。

第１問目、青少年派遣交流事業についてでございます。

合併前から旧村ごとに実施されている交流事業を町内小・中学生をまとめて同じ

派遣交流事業として実施すべきだというふうに思うわけですが、それについてどの

ように考えているか、まず教育長にお伺いをいたします。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長の答弁を許します。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

それでは、青少年派遣交流事業につきまして答弁させていただきます。

本事業につきましては、先ほど、御指摘のとおり沖縄県、南郷村のほうですと平

成元年から、それから、韓国、済みません、先ほどの沖縄は北郷です。それから南

郷の韓国のほうが平成２年から、そして西郷の田代小学校の研修は平成２年から、

同じく開始されております。

平成２４年度に、町内各学校の校長それから教務主任、ＰＴＡ、子供会等の代表

で、御指摘の内容につきましての検討委員会を組織しまして、事業のあり方を協議

した経緯がございます。その結果、従来の形でこれまで継続して実施するというこ

とで、現在まで参っております。
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しかしながら、森田議員の御指摘のとおり対象児童生徒の減少による交流先との

人数のバランスや渡航費用の高騰化など課題も生じておりますので、再考の時期を

迎えていると考えております。

本年度、田代小学校の５年生と北郷小学校の５年生で合同で沖縄に派遣したとい

うこともございます。今後、歴史的な背景や事業の趣旨等につきまして、学校・保

護者それから地域への十分な理解を得るとともに、交流先の御意見等も考慮しなが

ら、派遣交流事業の統一化と充実に向けて協議を進めてまいりたいと考えておりま

す。

以上です。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長の答弁が終わりました。

【８番 森田 久寛】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

８番 森田 久寛議員。

【８番 森田 久寛】

その答えを聞いたら、もう余り質問しなくてもいいんですが、少し時間が余り早

く終わっても大変ですので少し質問を追加させていただきます。

交流事業につきましては、言われるように歴史的な背景それから北郷の姉妹友好

都市関係のことがありますので、なかなかやっぱり統一するのは難しかったんだろ

うと思うんですよね。しかし、今、言われるような答弁であれば、将来そういう方

向になっていけばいいなと思うんですが。

ちなみに、平成３０年度それぞれ７月、８月に沖縄県そして韓国それからもう一

方、田代小、それから北郷の一部の中学生が一緒に研修事業というものを行ってま

すよね。それについて、終わってからの保護者あるいは生徒もでしょうが、そうい

う反省なりいろいろな保護者の意見なりがもし聞いてるならば、何かこういう方向

がいいとかいう話はなかったのか、お伺いをしたいと思います。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

保護者の御意見といたしましては、田代小学校と北郷小学校につきましては、ア

ンケートを実施しております。

その内容を読みますと、内容の多くが賛成をいただいておるところです。

また、南郷中につきまして、韓国のほうなんですが、アンケートは本年度、実施

していないものの、毎回、全員が積極的に参加させていただいていることから賛同

いただいているものと理解しているところであります。
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特に、先ほども申しましたように本年度は、北郷小と田代小を合同で沖縄のほう

に派遣しましたけれども、田代小の保護者からは、「戸惑いもありましたが、東京の

経験よりもずっとよい経験ができると思います」というようなアンケートもござい

ました。また、先日の宮日新聞の窓の欄にも田代小学校の５年生の児童から参加し

た児童の作文で、「命の大切さを学びました」という掲載がされておりました。

したがいまして、大変、好評ではないかというふうに判断しているところです。

以上です。

【８番 森田 久寛】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

８番 森田 久寛議員。

【８番 森田 久寛】

資料をちょっといただいて、平成３０年度の交流事業について、経費面について

ちょっと見てみたんですよね。

実は、７月２８日から３０日まで、北郷北学園、田代小５年生、合わせて２５名

出席、研修を行ってますよね。そのときの引率者が行政から看護師を含めて３名、

それと、子供会役員から４名、ジュニアリーダー、これ中学生でしょうかね４名、

合わせて３６名で３４２万３，０００円、それから韓国のほうですが青少年日韓の

親善交流事業でしょうが、これに美郷南７年生ということは中学１年生の年齢でし

ょうかね、それが５名出席しておりますね。そして引率者が６名、合わせて１１名

で２２６万４，０００円、それと田代小６年生が１２名で引率者が３名、合計１５

名で１７８万円ということですよね。

そこで気になるのが、単純に計算しますと沖縄県は３４２万３，０００円を３６

名で割りますと９万５，０００円ということですよね。韓国のほうは５名と引率者

合わせて１１名で単純に割ると２０万５，８００円。それに田代小のほうが全員で

１５名ですので１７８万円から割りますと１１万８，０００円ということになりま

すよね。

それでちょっと疑問に思ったのは、かなり経費に差があるということですよね。

これについて、これは多分、交流事業ですから全て町費負担だろうと思うんですよ

ね。前の予算書から思い出してみますと。

それともう一つ疑問点があるのは、この韓国の生徒が５名に対して引率者が総勢

で６名ということは、できれば引率者が６名も要るのかなということと、それだけ

行かせるよりも少しでも子供の数を、ほかの７年生でなくても行かしたほうがより

いい交流事業が行えたのでないかなというふうに思うんですが、その点については

どうお考えでしょうか。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。
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【教育長 大坪 隆昭】

御指摘のとおり若干、実際の数とは違っているところもあるんですけれども、数

字が。大体、沖縄とそれから韓国につきましては約５万円ほどの差が出てしまって

いると、１人当たりのところがあるんですが。これにつきましては、まず、やっぱ

り距離もございますけれども、沖縄のほうが小学生であって、一方、韓国のほうは

中学生が渡航旅費がかかってしまいますので、そこでやっぱり大きな違いが出てく

るかなあというふうに見ているところです。１人当たりの人数についても、やっぱ

り、例えば、韓国に行ったとき最大が生徒１９名で行ったときもあるんですが、そ

のときもやっぱり１人当たり１２万６，０００円という金額がかかっておりまして、

渡航代が非常に高くなっているなというふうに考えております。

御指摘のとおりこの費用につきましては、全て町のほうでやっていくわけなんで

すけれども、確かにそれぞれに差がついてしまったなという感じが明確になってい

るところです。

それから、もう一点が韓国の５名に対しましては、交流事業となって姉妹都市の

事業がある関係で、子供の数に関係なくその相手方との交流もございますので、子

供の引率プラス事務局の交流事業団として付いていってるということでこういうち

ょっと見た目、アンバランスのような感じの数字になっております。

以上です。

【８番 森田 久寛】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

８番 森田 久寛議員。

【８番 森田 久寛】

わかりました。

子供たちとかそういう生徒に対しては１人当たり１億円かけても損はないんだと

いうようなことわざ、昔の諸先輩方が言うように、金銭的な問題を言うのは本当、

失礼だったというふうに思うんですが、保護者の中からやはり西郷あるいは北郷の

保護者の話を聞いてみますと、できれば私たちの子供たちも、もう美郷町一体とな

ったんだから、きのうはちょっと失礼ですが町長が教育委員の任命のときに、ある

議員が「西郷から退任されたなら西郷から選ぶのが本当ではないでしょうか」とい

う質問の際に、「もう美郷町、合併して１０年以上たったので、そういうものはなく

して適材適任者を選ぶという感覚でものをこれからもっていきたい」という答弁が

ございましたので、これもやっぱり同じじゃないかと思うんですよね。やはり北郷、

西郷の人でも、韓国のほうにやっぱり美郷町の中の西郷、幾ら歴史的な背景があっ

ても南郷の方だけが韓国に行くのではなくやっぱりみんなが行きたいということで

あれば、もうそれぞれ沖縄あるいは韓国に対してその行くべき生徒たちが全員で、

沖縄と韓国だけに研修事業、派遣事業をやるとであれば、ことしは沖縄、次は韓国

だというふうに、全員で区切っていく方法、毎年、同じところに行くじゃなくてそ

ういう方法はできないかなというふうに私は提案をしたいわけですが、それについ

てはいかがなものでしょうか。

【教育長 大坪 隆昭】
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議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

合同での派遣というふうに受けとったんですけれども、先ほど、言いましたよう

に東京派遣につきましては、昨年度、田代小学校の保護者と協議をしまして平成３

０年度までで東京のほうは終了させて、今後は北郷小と合同による沖縄豊見城市と

の姉妹都市交流事業とすることにいたしました。このことから、やはりほかの例え

ば、中学校のほうにも今後は３１年度からは沖縄と韓国との２つの交流事業という

ことになりまして、議員、御指摘のとおりの３つの、３年で回すということはちょ

っと考えられないんですが、２年で１回という形で交流事業というものであるなら

ば、現在、６年生と中学２年生で実施している修学旅行、ここあたりと関連させな

がら実施できないものかと、現在、校長たちと協議はしている、進めているところ

です。

今後、うまくその話がつけば、保護者のほうとも十分、話し合いをしていきなが

ら、いい方向でやっていけば６年生と中学２年生という形で変えていきながら実施

することも可能ではないかなと考えているところです。いずれにしましても、子供

の数が減ってしまっておりますので、それの１人当たりの費用が非常に高くなって

おりますから、そこあたりを有効に活用できるように、美郷の子供は一緒と、一つ

というようなことで派遣できればいいかなというふうに考えているところでござい

ます。

以上です。

【８番 森田 久寛】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

８番 森田 久寛議員。

【８番 森田 久寛】

ありがたい答弁でございますので、一応、少しでも子供たちも、また引率者にと

ってもいろいろな交流事業の中で学ぶべき点は多いと思いますので、指導する意味

で。これからもそういう方向で進めていっていただきたいということで、青少年派

遣事業についての質問は終わって、２問目の質問に移ってよろしいでしょうか。

【議長 甲斐 秀徳】

２問目の発言を許します。

【８番 森田 久寛】

２問目、田代小、西郷中学校の小中一貫校開校に向けての進捗状況についてとい

う表題を挙げさせていただきました。

実は、検討委員会という一つの委員のメンバーに私もこの間、文教委員長として

選ばれましたので、大体、中身がわかってしまったんですが、まだ議会の方々、知
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らない方も何人かおられるということで、あえて質問をさせていただきたいという

ふうに考えます。

ここに通告してある保護者あたりとの関係というのは、もう完全についてスケジ

ュールもできてるということでございましたので、まず、開校予定年度それからス

ケジュール等についての計画を説明をしていただきたいと思います。

これは教育長がいいですか、町長がいいですかね。

では、教育長、お願いします。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

開校年度ということですが、平成で行きますと３３年なんですが２０２１年４月

開校を予定しているところです。

現在までの進捗状況及び今後の整備計画でございますが、ことし８月に県教育委

員会のほうに出向きまして協議をいたしまして、といいますのが、県のほうにまだ

義務教育学校にかかわる部署がございませんので、そこを早急につくっていただき

たいと。まだ小学校と中学校と高等学校、特別支援学校という担当しかございませ

んので、義務教育学校の担当をつくっていただきたいという要望に伺いまして、そ

の準備を今、もう県のほうで取りかかっていただいているところです。を、行いま

した。

１０月には、建設基本計画に伴う業者の選定をプロポーザルを行って決定したと

ころです。その基本設計に学校と地域の意見が反映できますよう森田議員にも入っ

ていただきましたけれども、建設検討委員会を立ち上げまして、第１回目を１１月

に先日、開催したところであります。今後、今月の１３日には、視察研修で上新田

小学校、学園を視察する予定にしております。この検討委員会につきましては、今

後、月に１回のペースで来年の２月まで開催する計画であります。

今後の整備計画でありますけども、平成３１年度、来年度は建設全般の実施設計

とプールの改修工事を実施いたします。そして、平成３２年度に新校舎及び給食施

設の建設を行う予定であります。

また、ソフト面で、例えば、校章とか校歌とか制服はどうするかとか、それから、

田代小学校、西郷中学校の閉校式、それから開校式等のことにつきましては、また

新たな学校の開校式典の準備検討委員会を立ち上げて順次、開校を迎える準備をし

ていきたいと、そういうふうに計画しております。

以上です。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長の答弁が終わりました。

【８番 森田 久寛】

議長。
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【議長 甲斐 秀徳】

８番 森田 久寛議員。

【８番 森田 久寛】

私たちが考えている以上に計画の進行が進んでいるということで、内心ほっとし

ているところでございます。

そこで、この前の検討委員会の中で、今までは施設一体型の教育と、そういう小

中一貫校と。今回は、宮崎県でも珍しい義務教育学校一貫校、ちょっと名前は悪い

かもしれませんが、そういう学校で国の認可がおりたというような話じゃったんで

すよね。だから要するに、今までの北郷それから南郷、そして今、西郷の中学校、

田代小学校ですね、それがやってる連携型というんですかね、その差というのはど

う違うのでしょうか。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

違いというのが、現在の美郷北学園、美郷南学園それと西郷中、田代小学校の違

いということで行きますといろいろあるんですが、一番、私がことし３校を回って

目立ったのは、例えば、運動会のとき、ことし私、北学園の運動会を終日、見たも

のですから、予行練習を南学園とそれから西郷中学校の予行練習を見てきました。

それで比べていきますと、美郷南学園の中学生もそれから北学園の中学生も非常に

下級生の面倒見がいいというか優しいというか、そういうよさが非常にありました。

それに比べて西郷中学校の場合は、今度は逆に中学生としての規律正しさというか

きびきびした行動というかそういった面がありまして、どちらにもやっぱりいいと

ころはあるなあというふうに感じているところです。

ただ、先生たちのアンケートを平成２８年度にとっておりますが、そのまとめで

行きますと、「やっぱり幼少中連携でやっておりますので、１１年間を通した教育を

していくときには非常に望ましい」という校長先生方の御意見とか、それから中学

校の先生からは、「間違いなく中１ギャップ、これは解消できる」というようなこと

で、やっぱり施設一体型の一貫教育のよさというものを出しております。

以上です。

【８番 森田 久寛】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

８番 森田 久寛議員。

【８番 森田 久寛】

大体わかったんですが、今までの小中一貫校、そのよさというのが大体、わかっ

たんですが、今度は、もう新しくできるのは義務教育一貫校ですから、同じ一貫校
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でも名前が違いますよね。それとの差と、今まで南学園、北学園、建設費用という

のはかなり国から予算が補助金で入ってきたわけですよね。今回の場合はかなりお

くれたので、その国からの補助内容も違ってきているんじゃないかということと。

それと、あれだけ耐震強化をしたということになれば、そういう関係もあるんじ

ゃないかと思うんですよね。それが端的にそういう補助率とかがわかれば、お答え

をいただきたいと思います。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

まず、これまでの一貫校とそれから義務教育学校の違いというところにつきまし

て、私のほうで説明させていただこうと思います。それから、予算のことにつきま

しては、課長のほうから答えさせていただいてよろしいでしょうか。

まず、これまでの一貫校と義務教育学校の違いといいますのは、幾つかあります

けれども、１つは修業年限がこれまでの一貫校には小学校６年間と中学校３年間が

存在しております。早いこといいますと、南学園には現在、南郷中学校と南郷小学

校という名前は残っています。それが正式名称です。それから美郷北学園も正式に

は北郷小学校と北郷中学校という名前で、それが２つが一緒になって一体型で教育

を進めているというようなとらえ方です。したがって卒業証書も北学園も南学園も

６年生で１枚もらい、卒業式はしませんが１枚発行され、そして中学校でまた発行

されると。卒業生番号が最後につきますけれども、それもずっと昔から使われた番

号で継続して使われています。

一方、義務教育学校になりますと、小学校、中学校という区分が完全になくなっ

て９年間になってしまいますので、義務教育学校になって入学式は小学校１年生で

やり、そして卒業式は９年生で行って、卒業証書も第１号から始まると。まだ名前

が決まっていませんけれども、その学校の第１号というようなことになります。

また、教育課程におきましても、これまでの学校には原則として小・中それぞれ

の教育課程の編成が必要でありますが、特別な編成をする場合は文部科学省の指定

が必要になっておりまして、現在も美郷町内では教育課程特例校指定所として平成

２２年度から継続して特別な編成ができるような形をしております。

これが義務教育学校になりますと、その届け出の必要がなくて学校独自の編成を

それぞれで行うことができるようになっております。そこが違うところです。

それから、教員の問題ですけれども、免許証の保有がクリアできれば、要するに

小学校の先生であっても中学校の国語の免許を持ってるとか、あるいは中学校の数

学の先生が小学校の免許も合わせて持ってるというようなものがクリアできれば、

１人の教員が小・中どちらの授業を担当することもできます。したがって、そのこ

とにより、より効果的・専門的な教科指導を行うことが可能になってくると。現在

でもそれはできるんですが、それをする場合は一旦、しっかりとした届け出を出し

て、その許可が出てから授業を行うというような形になっております。

この点につきましては、教職員の人事異動が十分、重要なかぎになってきますの

で、その点について慎重に今後、行っていく必要があるかなというふうに考えてい
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るところです。

予算等につきましては、課長のほうから答えさせます。

【教育課長 小田 広美】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育課長。

【教育課長 小田 広美】

事業費と国の補助率等につきまして、御説明を申し上げたいと思います。

今回、西郷地区のこの義務教育学校につきましては、ただいまの先ほどから教育

長が述べましたとおり今、基本設計の建設検討委員会を立ち上げまして、基本設計

の段階に入っております。

それで、これは大まかな予定額なんですが、一応、総事業費としては９億円ほど

を見込んでおります。学校建設とそれから給食センターをつくった場合、国からの

補助は２分の１ということで考えておりまして、国庫補助金としてはただいまのと

ころ３億１，０００万円ほど、それから、地方債と残りは単独ということになって

おります。

それから、南学園の件なんですが、南学園につきましては、平成２１年度から平

成２２年度に整備事業を行っております。事業費としては６億３，５５８万６，０

００円ということでなっております。国庫補助金の財源の内訳といたしましては、

その当時、南学園のその当時は地域活性化というか経済対策補助金というのが多く

出まして、総事業費の４８％ほど３億４５８万円なんですが、ほど、経済対策のほ

うで補助が出ております。国庫補助金につきましては８，６００万円、それを合わ

せまして３億９，３４４万１，０００円で、残のほうが２億４，２００万円につき

ましては、地方債と単独の事業ということで事業を行っております。

それから、北学園につきましては、平成２５年から平成２６年度に実施をしてお

ります。総事業費が７億４，４３１万３，０００円になっております。財源、国庫

補助金につきましては、危険校舎の学校施設環境改善補助金といたしまして１億２，

３５９万２，０００円、それから合併特例債が３億２，８４０万円、それから美郷

町の地域の元気基金ということで１億８，９３４万６，０００円、残額の約９，８

００万円ほどが単独ということで、国庫補助金等の金額は６億４，５３１万８，０

００円ということになっております。

以上です。

【教育課長 森田 久寛】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

８番 森田 久寛議員。

【８番 森田 久寛】

大体わかりました。

単純に考えてみたら、やはり１年でも早く小中一貫校に推移したほうがかなり予
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算面でもいい面もあったのかなというふうにも感じたところでございますので、や

はりそういうところの行政なり議会の、保護者でもしょうけど、そういう決断力の

速さということにも今後、スピーディーにやっていかなければならないかなと改め

て感じたところでございます。

それでは最後に、このいわゆる一体型のよさというのはさっき話したんですが、

この課題もあると思うんですよね、一体型の。その課題が見えているのなら、お願

いするとともに、それと、教育長、入ってまだ１年にもならないわけですが、教育

長から見て、施設一体型の学校の児童生徒、そのあたりを見てどのような成長を感

じられたか、率直な意見を聞いてこの２問目の質問を終わりたいと思います。

【教育長 大坪 隆昭】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

教育長。

【教育長 大坪 隆昭】

子供たちの動きといえば、先ほど、運動会の例も出しましたけれども、やっぱり

施設一体型の子供たちというのは非常に仲よくというか家族的な雰囲気がありまし

て、その中で子供たちが育っているなというふうに感じております。

ただ、やはりそこには十分、教師の指導力というものが必要になってきておりま

して。といいますのが、先ほど、言いましたように幼稚園から入れますと１１年間

同じ集団で同じ学級でずっと上がっていきますので、例えば、そこでいじめが発生

したりとかそういうようなことになりましたらば、それが１１年間ずっと続いてい

くというような課題もございますので、やっぱり教職員の指導というものを徹底し

てやっていかなければいけないかなというふうに考えているところでございます。

一貫校の課題というか今後、考えられることといいますのは、やっぱり今、宮崎

県内に小・中両方の免許証を持っている教員の数が全国平均に比べて低いですので、

それをいかにその美郷町にたくさん入れてもらえるか、派遣してもらえるかという

ことをやっぱり一番の課題として、私のほうでは考えているところです。そういっ

たところが課題としては挙げられます。

ちなみに、この義務教育学校につきましては、学校基本調査によりますと全国的

には平成３０年度までに８２校が設置されておりまして、これはもう平成２８年か

らスタートして、たった２年間で８２校にまでふえておりますので、今後どんどん

ふえてくるのではないかなというふうに見ているところです。

また、九州内では、佐賀県が６校、それから福岡、長崎、熊本、鹿児島が２校、

大分県が１校の１５校が義務教育学校と指定されております。宮崎県と沖縄県には

まだ設置されておりません。

宮崎県の教育委員会の情報によりますと、県内では木城町が２０２３年に設置を

検討しているようですので、先ほど、言いましたように２０１１年度に開校となれ

ば、宮崎県初の義務教育学校がこの美郷町に開校するということになりまして、こ

れが午前中からありますように、少しでも移住者がふえるきっかけになればなとい

うふうに思ってるところです。

以上です。
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【８番 森田 久寛】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

８番 森田 久寛議員。

【８番 森田 久寛】

わかりました。

何でもナンバー１というのがいいですよね。とにかく頑張っていただきたいとい

うふうに言いまして、２問目の質問を終わりたいと思います。

３問目の質問に移ってよろしいでしょうか。

【議長 甲斐 秀徳】

３問目の発言を許します。

【８番 森田 久寛】

３問目、林業大学校開講についてでございますが、林業大学校が本町に開講する

ことに当たり、本町はもとより近隣の市町村は大きな期待をしているところでござ

いますが、来年４月には開講するということですが、なかなかその本筋、詳しい説

明というのがなかなか私たちに伝わってこないわけですね。恐らく議員の私にも１

００％、詳しい内容が伝わってこないので住民にはまだ伝わってないんじゃないか

なというふうに考えるんですが、そこら辺、どのような形で推移しているのか、そ

れをまず町長にお聞きしたいと思います。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁を許します。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

おっしゃるように来年、開講ということで、今現在、林業アカデミーということ

でアカデミー生が今、８名ということであります。聞くところによりますと、定員

が１５名ということでしていたということでありますが、それに２３名の応募があ

ったということであります。この２３名全員を、全員男性ということでありますが、

取ってほしいなというふうに思うところであります。

林業センターはそこにありますので、中学、義務教育でも何でもありませんが林

業大学校がこちらのほうに開講されるということは、またこれも喜ばしいことかな

というふうに思っております。

ですので、所長等とうちの担当がいろいろ話す中で、やっぱりその住宅、通うと

きに不便がありますので、今、８名のうち林業アカデミー生ですけど４名の方がこ

ちらに住んでいると、あと地元がおったり、近くの日向とかそこ辺は通えるんです
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けど、そういう部分でうちのそういう住宅のあっせんとか、また前から言ってまし

た米を送ったらどうかという話で、米を前、送ったら、やっぱり所長以下、職員も

ですけど、そのアカデミー生も非常に喜んでいるということで、今から先、いろい

ろな形で先ほど、出ました森林環境譲与税等々を使って支援をしていこうというふ

うに思っております。

また、素材生産業者がいますので、現場の実習とかインターンシップ、いろいろ

な形で今もかかわり合ってるということですので、そういう形でやっぱり林業大学

校のほうもその受講生というか生徒に対してかかわっていくことができるのではな

いかと。ひいては、インターンシップの中において、素材生産業者のもとに働くこ

とができればなおいいかなというふうに思っております。そういう部分で今後とも

直視をしながら援助していきたいというふうには思っているところであります。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁が終わりました。

【８番 森田 久寛】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

８番 森田 久寛議員。

【８番 森田 久寛】

大体、わかったんですが、ただ問題は、県主体ですから美郷町はそれに対する県

からの協力要請とか、それ以外になかなかいろいろとすることはできないと思うん

ですよね。

それで一番の問題は、私たち今、２３名の応募があって１５名定員の予定だとい

うことですが、そういうことについて、あるいはこの林業大学校が１年ずっと通し

てどのような授業内容をするのか、そしてまた、その学生の住居等についての県か

らのそういう協力要請とかいうものがあるのか。

それと、また市町村を通じてその横の連携、こういうときにはどうしましょうと

か、そういうような話し合いを持たれているのかということを合わせてお伺いをい

たします。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

これは宮崎県の林業大学校ということで、県が主催ということでありますが、そ

の中に美郷町の中に林業大学校ができるということで、うちができることと他市町

村ができることはまた違っておりますので、いろいろな形で同じような形で県は２

６市町村ありますが、こういうことをお願いできないかということで前振りの中で

いろいろな形でやってきたと。
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今度は、その応募者が１５名なら１５名決まるわけですが、どこから来るかとい

うのもわかりませんけど、そこ辺の話の中で、まだ私のほうは承知しておりません

けど、農林振興課長がわかっている部分があれば、そちらのほうで説明させていた

だきたいと思いますので、よろしいでしょうか。

【農林振興課長 藤本 政春】

議長。

【議長 森田 久寛】

農林振興課長。

【農林振興課長 藤本 政春】

それでは、９月の議会と同じく質問に対しての回答ということですが、９月の部

分から若干、御指摘をいただいた朝食、昼食での対応ということで、この件につき

ましては一応、すぐに町の商工会のほうに担当のほうが行きまして、そういった事

情をお話しして対応方を今後、すぐにできるということではありませんがお互いに

調整しながら対応できる部分は対応していきたいということで話しております。

また、林業センターのほうに現在もそういった食堂の施設等もありまして、その

部分の利用はできないかということで県のほうにも一応、協議をしているところで

あります。林業センターの担当からしますと、その辺も前向きに指定管理の運営と

いうことでありますので、そのあたりを調整させていってできる部分については前

向きにやらせていただきたいということであります。

林業大学校の主なカリキュラムにつきましては、先日の県議会の環境森林部長の

答弁にもありましたとおりまだ調整中ということでありますので、そのあたりはま

たはっきりとしまして、また皆さんに御報告できればと思っております。

以上です。

【８番 森田 久寛】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

８番 森田 久寛議員。

【８番 森田 久寛】

それでは、大体、まだまだなかなか不透明な点があるんですが、もし２３名が全

員合格した場合、もし県のほうが「２３名分、住宅を美郷町にお願いします」と言

ったら、４月までにその住居というのは準備できる体制があるのかという問題。

それと、林業アカデミー事業、私も１年を通じて受講させてもらったんですが、

それとの関連が今後、この林業大学校と関係するのかどうかという点がわかれば、

その点。

最後に、本町がそういう林業大学校に対する協力体制の考え方、それについて、

３点、お伺いをしたいと思います。

【農林振興課長 藤本 政春】

議長。
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【議長 甲斐 秀徳】

農林振興課長。

【農林振興課長 藤本 政春】

住宅の件ですが、今のところこちらのほうであっせんという形での対応でしかで

きません。日向それから諸塚あたりと連携して、日向あたりに取られるのはちょっ

とあれですけど、対応していくという協議はしております。

あと、アカデミーとの関連ですけど、基本的に今のアカデミーを強化したような

ものが林業大学校ということでありますので、アカデミーはもう今は大学校になっ

ていくと。そして、基本的に１年カリキュラムとあと３期のカリキュラム、その分

が今までアカデミーでやってきた部分ではないかと思われます。

あと、協力体制ということですけど、昨年から県が動いております宮崎林業大学

校サポートチームというものの構築と運用を今、進めているところであります。

以上です。

【８番 森田 久寛】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

８番 森田 久寛議員。

【８番 森田 久寛】

わかりました。

最後に、県のほうから美郷町に対してこの林業大学校にこれということだけは協

力していただきたいとか、そういうような要請というのは何もないわけでしょうか、

それを最後に聞いて終わりたいと思います。

町長、お願いします。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

要望はあるけど特化して美郷町にという部分は県のほうからはないというふうに

私は認識しております。そこにあるからということで、宮崎大学がありますので、

宮崎市にこういうことをお願いしますという話はなかなかできるものではなかろう

と。それと同じ大学校というのは高鍋に農業大学校がありますので、高鍋町のほう

にこういうことでこうお願いしますという部分はないと。

ただ、いろいろな形でフィールドの提供とかそういう部分はいかんせんそこの土

地ですので、そういうものはよそに行くよりか時間的とかいろいろな素材生産業者

等々がいますので、そういう分は絶対そこでやってくださいねという腹はあると思

いますので、何か特定するということであれば、そういうことかなあというふうに
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は思っておるところであります。

以上です。

【８番 森田 久寛】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

８番 森田 久寛議員。

【８番 森田 久寛】

なかなか私も何を質問していいかわからんことなっとんたんですが、大体、２週

間ほど前でしたかね、諸塚村の西川村長とお会いする機会があって、向こうのほう

から林業大学校の開講についていろいろ尋ねられたわけですが、その中で私が諸塚

村あたり、林業専門の町と、村というイメージが強いものですから、「県のほうから

林業大学校が開講するに当たり何かいろいろとお願いすることがありましたでしょ

うか」という質問をしたところ、「ほとんどないんですが、ただ１点だけ、もし学生

のいわゆる寄宿舎が足りない場合にはよろしくお願いします」という点だけだった

そうですね。それ以外はまだ、近隣の町村にもほとんどそういう美郷町にも少ない

でしょうから県からの要望はないというふうに私も考えておるところでございます

が、もし、せっかくですから美郷町に林業大学校が出て全国から学生が来るという

ことであれば、町なりの相当の支援体制をして、もし美郷町から出ていったら、や

はりもう一度、美郷町に行ってみたいというような雰囲気づくりを皆さんで頑張っ

てやっていけたらいいかなというふうにお互いに協力し合うということをお願いし

て、私の質問を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これで、８番 森田 久寛議員の質問を終わります。

ここで１０分間の休憩をしたいと思います。

５５分再開といたします。

（休憩：午後１時４６分）

（再開：午後１時５５分）

【議長 甲斐 秀徳】

休憩前に引き続き、一般質問を再開します。

次に、３番、山田恭一郎議員の登壇を許し、１問目の質問を許可します。

【３番 山田 恭一郎】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

３番、山田 恭一郎議員。

【３番 山田 恭一郎】

美郷町のコミュニティバスについての交通体系の充実ということについて質問い
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たします。

白玉の歯にしみとおる秋の夜の酒は静かに飲むべかりけり、そういうふうな句が

私、大好きなんですが、酒は１人で飲むと意外と進むほどにマイナーな考えを浮か

ぶような気がします。

特に私は、１人で飲み続けると、「ああ」とか「うう」とか暗い思いをするんです

が、もう私は今、６８歳なります。私の人生、いろいろ考えてみたんですが、６８、

何か何とか今、生きているようなと考えます。ただ、７８歳になったときはどうだ

ろうと。７８。まあ何とかなるだろうと、そういうふうに考えております。

ただ、２０年後、８８になったときどうだろうかと。８８、非常に重い年代、米

寿といいますが、私が操業してるんですけど、８８を超すとかなりいくんですが、

なかなか８８までもたない。それが経験上の数値であります。

それで、私はそのときどうしてるんだろうなというふうに考えみました。

私の店は、恐らく人口減少、お客さんの減少ということで閉まってるだろうなあ

と思います。したがいまして、私の後継者もうちの店を継ぐことはできず、もっと

人の多いところに移住してるんではないかなというふうに考えます。

それから、私の嫁さん、口癖のように、「私は８５くらいまでもうぽっくり逝くよ」

と。そんな話をいつもするんですが、わかりませんがそう信じれば、もう私はその

ときには１人になってるんだろうなというふうに考えております。で、残された悲

しいひとり者が片平におるというふうに考えたときにどうだろうかと。料理はでき

ない、洗濯はしたことがない、掃除はよだきい、車はあちこちぶつけて歩いてて免

許証は取り上げられていてどこにも行けない、買い物にも行けない。タクシーを日々、

利用するほど国民年金はもらってない。元気なうちは、週２回のコミュニティバス

で病院に行っていろいろな人とできますが、完全に病気になったら病院にも行けな

い。そんな話を、そんな想像をしてしまいます。

不安がいっぱいの８８歳の私の人生でありますが、町長が８８になったときに、

どんな老後を楽しんでいるだろうかなと。そして、若宮で町長が今から生活、８８

歳になったときに、どういう不安と人生があるのかなあと、その点をお伺いしたい

と思いますが、いかがでしょうか。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁を許します。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

酒はみんなでわいわいとして飲んだほうがいいような気がします。静かに飲むと、

こういうことしか考えないということでありますので、皆さんも酒は楽しく飲みま

しょう。

８８になったときという話ですが、そこ辺まで若いときというか、ロングライフ

プランということである程度、人生の節目、節目をプランを持ってということで一

生を計画するということが大切かなあという部分で思っておりますが、７５以降が
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私は余り想定がなかったということであります。

今、６２歳でありますので、あと２６年後ということでありますが、今、自分の

家を見てみますと、次男がおって嫁さんがおって子供がおるということで、家を見

たときにはそんなに心配しないが、若宮を見たときという話になりますが、うち大

体、６１世帯おって１４４人くらい。この１年間でちょっと調べてみましたら９人

くらい減ってると。どうしても亡くなっていく数のほうが多いということでありま

す。もうこれはどうしてもいたし方がない数字になってくると。

ですので、自分としてはそうならないがために、若宮を、若宮をといいますか美

郷なんですが、若宮でいえば、今、日向にいる若者、子供たちが結構、いますけど、

その人たちが祭りに帰ってくる、結構、若宮というのは神楽辺を通じて割ときずな

が強い地区でありますので、やたらふえてくると。いつ見とって思うことがこの組

が今、おればなという部分はいつも思います。

よく言ってるのは、「おまえたち、子供がある程度、大きくなってここ辺に帰って

こい」と。そういう頭もあるんじゃなかろうかということで、やっぱりすっぱく言

うと、神楽辺で帰ってきたとき、また飲むときに、「おまえら、帰ってこいよ」と。

ですので、先はあんま考えると暗くなっていきますので、しっかりと前を見て明

るく、今から絶対、人はふえるんだというふうに思いながら生きていこうかなと、

そういうふうに思っているところであります。

【議長 甲斐 秀徳】

町長の答弁が終わりました。

【３番 山田 恭一郎】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

３番、山田 恭一郎議員。

【３番 山田 恭一郎】

本当に、酒は楽しく飲みたいもんだなあというふうに考えますが、現在、美郷町

に８８歳以上の人口が４３５名いるんですね。すごい大きな数字です。その人たち

が今、どういうふうに生活してるのか、どういうふうなことで不自由な生活をして

るのか、我々はもう少し考えをめぐらせんといかんちゃないかなあというふうに考

えております。

町報みさとの人口の一覧表を見させてもらいました。１月が９人、２月が４人、

３月が５１人、これは卒業生徒がありますのでそうでしょうけど、４月が２４人、

５月が８人、６月が６人、７月が１５人、８月が２０人、９月が９人、１０月が２

１人、この人口が減っております。これは、明らかに亡くなった数の人口ではない

です。亡くなった数、それから転入した数、転出した数の総計ですとありますが、

この減りようはどういうものなのかなあと。その辺の分析は町長はどうされており

ますか、お伺いいたします。

【町長 田中 秀俊】

議長。
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【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

自然動態ではなくて完全なる社会動態ということだと思います。

結局、転出者が多くて転入者が少ないと。結局、その人口は、転入転出と出生死

亡という２つの要素からできてますので、美郷であれば自然状態の中で減っていく

と。

それにプラス転出が多くなると、やたら倍くらいの拍車をかけていくということ

でありますので、この転出というかそちらのほうが転入者を上回っているからこう

いう数字が出てきてるのではなかろうかというふうに思っておるところであります。

【３番 山田 恭一郎】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

３番、山田 恭一郎議員。

【３番 山田 恭一郎】

転出者が多いということは、美郷町が住みづらいというふうな二面性を持ってい

るような気がしてなりません。

人口が減少することは、合併するときから想像はされておりました。そのことが

予見できたからこそ合併に踏み切ったというふうに言われても構わないと思います。

できるだけ住みやすい環境をつくりたい、そして、その思いが合併だったというふ

うに考えております。

町長も、合併のときの仕事をされておりましたのでよくわかっていらっしゃるこ

とだと思いますが、みんなで北郷、西郷、南郷、対等に話し合って、いいものを寄

り合って重複しているものを整理して無駄をなくして、経済的に効率がよく住みや

すい町にする、そんな希望の合併であったようが気がします。

人口の高齢化と若者の減少は予測をしておったことでありますが、その解決方法

が今かつてなかなか見つからないというのが皆さんと同じ共有だと思います。

人口が減少すればするほど経済的な見地から、それからマンパワーの見地からも、

行政機構の集約化、商店機構の集約化、森林組合、農協、商工会など民間組織の集

約化も進むと予見されます。

住民の希望は、広い美郷町の隅々まで行政のサービス、民間のサービスが行き届

くように期待されておりますけども、なかなかそういう現実にはならないというふ

うに考えております。

今年度、北郷舟方工区が着工し完成を見ることになると思います、二、三年後に

は。美郷トンネルの周辺道路も完成をいたします。美郷町渡川から黒木の間が２車

線道路でつながることになります。やっと合併して、大願の道路が完成することに

なります。美郷町が道路でつながり一つになることができます。これからが第二の

ステージです。この道路を活用して、人と物資と人の心をどう運ぶかが大切な問題

であります。

鉄道なら列車が走りますが、道路ならバスだというふうに考えます。渡川、鬼神

野、神門、水清谷、小川、田代、和田、長野、中原、小原、入下、黒木、非常に横
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に広い美郷町であります。美郷町の課題は美郷町の横をつなぐ交通機関がないとい

うことです。交通網がないということです。これからは、行政機構はじめ住民サー

ビスの機構が集約されるほど美郷町をはしから中央に、中央からはしにつなぐ交通

手段の確保が課題となっております。

これからの行政は、何を足して何を引くかだと思います。以前だったら、人口が

ふえ景気が上向きだった時代なら、足して足して住民サービスの向上につなげたと

思いますが、これからは何を足して何かを引くということだと思います。

コーヒーの宣伝に、「何も足さない何も引かないゴールドブレンド」という昔のコ

マーシャルがありましたが、引いてばっかりではなかなか住民は納得できないので

はないかなあというふうに考えます。

現在、コミュニティバスが病院へ行く方に主に活用されております。南郷ではほ

ぼ毎日、北郷では週に２度ほどのコミュニティバスが実行されています。しかし、

これは町内のあちこちを自由に出向くには運行上、かなり無理があります。コミュ

ニティバスのさらなる充実が求められているということです。

そこでですが、北郷、黒木、西郷へ、それから南郷、渡川から西郷へ頻繁にバス

が通うことで利便性が上がり、人の往来が増加し、ひいては途中の商店や事業所が

活性化をすると思います。そのためには、午前中に北郷、黒木から西郷の間を２往

復、午後に２往復、南郷、渡川から西郷の間も一日４往復くらいの思い切った運行

が必要ではなかろうかというふうに考えます。

例えば、黒木の方が宇納間に来て、次のバスで黒木に帰る。病院の帰りに宇納間

におりて買い物をして、次の便で帰る。一連の行動が半日で完結するようにはなり

ます。ちょこっと行って、ちょこっと帰れるような環境が大切ではないかと思いま

す。役場に行ったり農協に行ったり、買い物をしたり親戚や友人たちを訪れて、今

言うように気楽にあちこちができるなら、それはいいことだというふうに考えます。

幸せとは、会いたい人にいつでも会えること、行きたいところにいつでも行ける

こと、それが幸せの定義のように考えますが、美郷町にはたくさんのマイクロバス

がございます。そのバスの行政の垣根を外して、町民全体で活用する方策を検討し

ていただきたい。役場はもとより農協、森林組合、商工会、商店会、病院、学校等

の町民の利便性や交流性アップのために、南郷、西郷、北郷を横断する定期的なコ

ミュニティバスを行政機構の集約化に合わせて実行していただくことを提案いたし

ますが、町長のお考えをお伺いいたします。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

おっしゃるとおりであります。

ちょうど、町長に就任して企画情報課長にこのコミュニティバス、いろいろなバ

スが走ってますけど、これの集約ということで機能性を発揮させるという部分で指

示をして、もう一時したらまとまるんじゃなかろうかと。

そして、やっぱり便を多くするということにほかならない。その便の時間帯は置

いとって、やっぱり増便をしていくという形の中で回すということが大切。全然、
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つながってないという部分もありますので、やっぱりそこでつながらせんとおかし

くなると。

これを回すことによって、高齢者の方が利用していくということは、ひきこもり

にならないと。外に出るということであれば、病気にならないということになりま

すので、そういう２つの面が一度に解決できれば、もうこれにこしたことはないと

いうふうに思っております。

ですので、いつでもどこでもという生涯学習のフレーズがありますけど、なかな

かそこまで行かなくても、ある程度、満たされるその地域交通といいますかコミュ

ニティバスの編成は必要であろうというふうに思っております。

何を足して何を引くかという部分は、プライオリティ、優先順位ということであ

りますが、結局、そういうことを考えていく中で、このコミュニティバスといいま

すか、その運行、お金は要ってもやっぱり優先順位度は高いんじゃなかろうかとい

うふうに思っておりますので、議員、おっしゃるとおりこの２度を走らせるとか、

午前、午後。結果的にちょっと違った形にはなるかもしれませんけど、今度、出た

やつを１回、回させていただきたいと。それでまた精査したいというふうに思って

おりますので、御理解をいただきたいと。悪いところは直していくと、よければそ

のままという話で、またアンケートやらをとって、もしこういうことができればと

いう話になれば、またそこ辺を精査して考えていくと。これは重要な問題だと認識

はしております。

以上です。

【３番 山田 恭一郎】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

３番、山田 恭一郎議員。

【３番 山田 恭一郎】

前向きな発言、ありがとうございました。やはり我々は、渡川、鬼神野から黒木

まで横軸につなぐバスの運行があれば、美郷町内が一つというふうな認識の中で、

いろいろな交流が生まれ一体感が生まれるというふうに考えております。

バスの運行は赤字を伴いますが、何かを節約して、この状況の中でこの部分に投

資していただきたいというふうに考えます。８８歳の方が３４５人おります。その

方たちは目の前に困っている状況であります。もうタイムリーにあしたでも明後日

でも早目に、もう３年、４年という時間では恐らくその論議はできないというふう

に考えておりますので、いろいろな形の知恵をかりながら、意見をかりながら、実

行に移していただきたいと思います。

それから、今、問題なのが高齢者の運転中の事故ということになります。今、社

会問題になっておりますが、免許証の返納が話題になっておりますけどもなかなか

前向きに進まないということです。

先月の東郷の私、葬儀会場に行ったんですが、そのときに、北郷の方ですけども、

前進とバックを間違えて隣の倉庫にぶつかって、そして大きな穴があいてました。

もう私は余りにも気の毒やったら黙っとったんですけども。やはりそういうことが

頻繁に起きるというふうに考えております。

高齢者の運転が危険なことは誰もが認識をいたしております。しかし、美郷町で
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車がなかったら生活するのも不可能といっていいくらいの現実がございます。自分

にそのことを当てはめても、車がなかったら美郷町内でどういうふうに生きていく

のか、いろいろと障害があるし難しい問題が多々、出てくることは確かであります。

高齢化率５２％、宮崎県トップ、他の市町村と同じようなことをしてもこの高齢

者が住みやすい町にはならないというふうに考えております。宮崎県をリードする

施策が必要ではなかろうかというふうに思っております。

ところで、今、タクシーとかいうのがございますが、タクシーもなかなか利益が

出ない運行状況ということにあります。

ただ、私、試算をしてみたんですけども、車を持つということは経費がかかりま

す。６０万円の車を５年持ったら、一月１万円ずつの償却になるんですね。それに

車検、油、保険代を出したら一月５，０００円は出ていきます。ということは、車

を１台持つということは１万５，０００円はかかっていくということですね。その

１万５，０００円を持ち寄って、２２のとき３０万、３０のとき４５万、その４５

万がプールされて、それで車のリースシステムをつくって運転手を１人雇うことも

できるということですね。

そして、その人たちの希望によってその会員の中で自由にその運転手と車を使え

るシステムをつくれば、皆さんの交通的ないろいろなニーズに応えられるんじゃな

いかなと。経費もそれくらいの経費は出してもいいんじゃないかなと。そういうア

イデアも皆さん、出し合っていただいて、交通弱者、特にバス運行以外の部分も皆

さんで協議してもらって、いろいろな形の知恵、それから民間活力も受けながらし

ていったら、バス以外の活力もできるんじゃないかなと思いますが、バス以外のこ

とについての町長のお考えはございませんか。

【町長 田中 秀俊】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

町長。

【町長 田中 秀俊】

いろいろな意味で結局、昔、ケネディ大統領が「国のために何ができるのか」と

いうことを逆にアメリカ国民に。その前はその逆だったんですけど、国が国民のた

めにすると。それが行き詰まってきたときにそういう言葉を言ったという話であり

ますが、今まさにそういう状況になってきてる。ですので、何でＮＰＯとかＮＧＯ

が出てきたのかという部分を考えてみますと、やっぱりそういうことではなかろう

かと。

ですので、そういう人たちがある程度、ボランティア精神を持っていろいろな形

でやっていければ、この町は本当にそんなにコストもかけることなく回ることがで

きると。今から先、やっぱりそういう人たちが多くできることが非常に町にとって

有意義といいますか活性化を生み出す原動力になっていくのではなかろうかと。で

すので、そのコミュニティバスとかそういうバスだけでなくて、いろいろなものが

そういう形で回り始めると、行政としてもやりやすいと。ですので、そちらのほう

にお金を使うことが少なくなれば、ある程度、特化ができるという部分と、そちら

をしっかり保護するという部分も出てきますが、そういう状態になることが一番、

今から先の社会を望ましいというふうには思っておるところであります。ですので、
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そういう団体を育てながら、美郷町も発展していくように頑張りたいとは思ってお

ります。

以上であります。

【３番 山田 恭一郎】

議長。

【議長 甲斐 秀徳】

３番、山田 恭一郎議員。

【３番 山田 恭一郎】

なかなか解決のしづらい問題を提案しましたが、全体で共有課題として、役場内

にもいっぱいの課題として持っていただいて、８８歳になったら皆さん、どうなる

のかと。そこ辺は常に考えながら、交通弱者、コミュニティバス、いろいろなもの

を協議していただいて、そして、役場だったり、住民票を出したり、商工会であっ

たり、農協だったり、学校だったり、それから高齢者の会議だったり病院だったり、

いろいろなものの協議の中で、そういうふうな交通に対する体系を考えていただけ

ればありがたい、また協力しなければ、商工会としても協力する立場にありますの

で、していきたいなあというふうに考えます。

以上で、質問を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

これで、３番、山田 恭一郎議員の質問を終わります。

【議長 甲斐 秀徳】

以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日は、これで散会いたします。

【事務局長 尾田 靖】

「一同・起立・礼」

お疲れさまでした。

（散会：午後 ２時１７分）


